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第 一 章 十 M 北方せ！： の 音韻 

f!::" 制ば かり は、 際 耳で 聞いた のでなくて は 安心で きない。 從 つて， 机上 研究の GI 分 は； 小 適任な わけで あるが、 幸、 

is- 北 地方に は、 小 八お 博士の 「仙 裹方 IIIQW 韻考， r 金 田 一 敎控の 「北 奥方 言の 發音 とその ァク セ ン ト」 (「昔^の W 究」 第五 輯) 

1  一 一 矢 博士 の r 莊內 語」、 大山 宏 さ ん の 「秋 田 方言」 など 不朽 の 名著が あるので、 それによ つて 書く ことにする。 

〔一〕 ァ • ゥ • 才の 三つ は ii; 題がない。 問 题はィ と ェ である。 ィは 原則として ヱと なる。 太平洋 側の ra 縣は 特に さう 

である。 ただし、 イワと 績 いた 場合 は エワと はならない。 その代り、 ュヮ となる 倾 向が ある。 ュヮ (お) • ュヮ H (祝) 

ュソス (鰯) など。 秋 W 縣に は. ィの昔 も 少し ある。 しかし、 同じ 言葉で も、 時として ィ となり、 時として ェ となり、 

全く 無法 則で ある 様に 兑 える。 「入」 は、 平 鹿 郡 (秋 ES の 1 谷則理 さんに よれば、 紙入れ • 出し入れ - 綿入れ • 飛 入れ 

などの 時 は H レで、 ま JI 入れ. 押入れ * 打 入り *氣 に 入りな どの 時 は- ィレ叉 は イリで あると いふ (「方言と. H 俗」 三 卷五號 )o 
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〔二〕 山形 縣のェ 音 は 特異で ある。 三 矢さん の說 明を拜 借す ると、 「莊內 の ェ列音 は、 標準語 6  H 列 音と ィ列 音の 中間 

音 を 普通の 正音と して 居る。 それ を 他處の 人が 聞く と、 槪 して ィ列音 に 聞きと る。 して 見る と、 ィ， ェ 中間 音と は 言 

ふ もの &、 ィ列 音に 多く 傾いて 居る に 相違ない。 卽 ち莊內 音で は、 五つの 短 母 韻、 ァ • ィ .ゥ • ィヱ問 韻 . ォを 正則 

として ゐる 外に、 標準語の H 韻 も 時々 は發 音され るので、 普通の 日本人より 餘 計に 韻 を 持って 居る。 …… 莊內の 大部 

分 は. 鬼 も 角、 ィと H と區 別して ゐ るが、 酒 田 附近に なると、 その 區^ がな く、 前の ィ •  H 中間 音で ィをも 兼ねて、 

ィ 口 ハ にェが 四つ ある. 事になる」 (「莊 內語」 四 頁)。 この ィ • ェ 中間 音 を、 北 村 山 郡 (山形 驟) の齋藤 義七郞 さん は^で 現し 

ェ  H ン ドウ マス ヱ カキ M ミヅ  ヱン 

てゐ る。 選る . 豌豆 互 • 畫ェ • 荏 水 • 榮太郞 などの H はがと なる。 しかし、 煙突 • 綺の具 .圓 . 會釋 .驛 夫な どの ェ 

は 普通の ェ である。 また、 今 • 息 • 生き物 • 戰 • 池 • ゐ ざり • 井戶 などの ィは ェ となる C 「方言と 土俗」 二卷 十二 號)。 東 

田 川 郡 (山形 驟) の 菊 藤秀ー さん は、 之 (前述、 今 11 井戸) を も、 ィ • ェ 中間 音な りと し、 平 假名の 「え」 で 書 現して ゐ 

る (稿本)。 この 音 は仙臺 にも ある。 江戶綠 '0'^'0, 遠 藤 • 烏 精子 • えぐる • 良い • 家な どの ェ は. ザになる。 た 

だし 老人に 多い (小 倉 氏 )o これ は！ i 島 縣ニ本 松に も ある。 昔 は、 盛 岡で も、 H を P 卽ち おと 言った。 いう ぞ (夷) • ぃェ 

1( 良い) など (金 田 1 氏)。 

〔三〕 福 島 縣信夫 郡 瀬 上 町で は、 ェをゼ に 酷似した 音で いふ。 ゼダ (枝) ゼビ (えび) ゼドィ G 江戶 縫) ゼガギ (晝 家) 

ゼ ビラ (えびら) ゼン ガワ (緣 側) ゼィ (家) ゼィ (良い) など (同小 學校 )o 福 島 市に もゼリ (襟) ゼリ (入り • 奥) ゼェ 

(家) ゼ H  (良い) などが あり (武 藤耍 氏)、 相 馬 郡屮村 町に も、 ゼリ マキ (襟 卷) ゼ ンガ (緣 側) ゼ ェ (家) ゼ H  (良い) など 

が ある (武 藤耍氏 • 新妻 一一！ 男 氏)。 


〔四〕 輻島縣 信 夫 郡瀨上 町で は、 ュ を ヅと實 ふ。 ヅミ (弓) ヅビ (指) ヅバ ナ (湯花) ヅサ タリ (ゅゥ くり) ヅ，' レ ー (幽 

き ヅンべ (夕 邊) コヅ ミ (曆) ヅ ウテ (言って • 結って) など (同小 學 校)。 仙臺 でも、 湯 *雪* 柚子 • 百合な どの ュをズ に 

^似した 昔で いふ。 小 倉さん は、 Z の 頭に 點を 打って、 この 子音 を 書 現して をら れる。 早く 言へば、 ュの 濁音と 言つ 

た 様な ものである。 この 音 は {a 城縣 南部から、 幅 島縣の 東部 (伊達 郡 • 磐 城 郡) 及び 山形 縣東 南部 (柬 e 賜 郡 *來 村 m 郡) に 

分布して ゐる (管 野 i« 治 氏)。 しかし 莊內に はない (齋 藤秀 一氏)。 北 奥 羽に も 無い らしい が、 しかし 八戶. 靑森 地方の ャ 

行 音は麼 擦が 強いので、 「かう 言 ふ 様に」 が 東京 人に はコ ー ジ ュ ー ョ ー ー1 と 聞こえたり、 「英雄」 がェ ー ジュ ー に即 こえ 

たりす る (金 E 一  氏)。 

〔五〕 山形 縣莊內 では、 士族 以外 は、 ュをョ と 言 ふ。 ョ (湯) ョミ (弓) ョメ (夢) ァョ (鮎) カヨ (粥) など。 これ は 例 

外が 無い (三 矢 氏 • 资藤秀 一氏 • 氏 家剛 太夫 氏)。 反對 に、 ョをュ と 言 ふ 事 も ある。 殊に、 改まって 言 ふ ときには、 わざと 

の樣 に、 取り 違へ る。 ュメ (嫁) ュ ウジ (用事) など (三 矢 氏)。 これ は 角 を 矯めん として、 牛 を 殺した もので あらう。 

〔六〕 福 島縣に は、 湯 をリ、 油 斷をリ ダン、 夕顏 をリフ ガホ、 と 言 ふ處が ある (東北 方言 集： T 「相 馬方 言考」 にも シ" 1 

リ (^油) オリ (お湯) リック リ (ゆっくり) などが 見える。 この 訛 は！ W 木 縣芳贺 郡に 最も ひどい。 リ (湯) リビ (指) リリ 

(百合) リンべ (ゆん ベ) リズ (柚子) リミ (弓) など。 もっとも、 ェビ (指) ヱリ (百合) ェキ (雪) H ミ (弓) などと もい 

ふ (「.m 藤 村鄉土 誌」 高樯 勝利 氏)" 何れも、 問に ィと いふ 音を立て、 考 へれば、 轉 訛の 過程が 判る。 ただし、 この 地方に 

は、 ィと いふ 音 は 無い。 すべて H になる。 

〔七〕 アイ 及び ァ ェ( 從 つて、 ァヒ. ァヰ ニノへ . ァ ヱ) は、 新語 を 除く 外 は、 すべて、 あ 1 となる。 多く は- であ 

一 
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る。 この .1、 仙 臺ゃ靑 森の は、 狭くて、 へ，！ に 近く、 盛 岡 地方の は 開いて ゐて、 y に 近い (金 田 一氏)" カイ • サイ. クイ 

など も、 それぞれ、 か，' *さ： た H、 となる。 

山形 縣莊內 は、 不思議に も、 アイが H 又は ェ ー になる。 カイ • サイ. タイな ども 同様。 たと へば、 ケ (は) キ 31 デ 

(兄弟) テ ー ソ (大署 ) セ ー セ (再々) ゼ， -ゴ (在 鄕) ネ (無い) エツべ ( I 杯) ヤメ (病) モノ モレ (物 貰 ひ) など.' この ェ 

列 音 は、 東京の ェ列 音と、 由 來は違 ふけれ ども、 發 音の 具合 は 同じ ものである (關東 地方で、 無い をネ， -と いふ 風に 發 

音す るのと は 別 )-〕 だから、 莊內の 人が. 東京の H 列 音を眞 似る に は、 これ を 手本に する がいいと、 三 矢さん は 言つ 

て をら れる。 では、 才藏と 淸藏と 間違 ふこと はない かとい ふ 疑問が 起る が、 本來の H 列 音の 方 は、 第二 節に 述べた 通 

り、 ィ • ェ の 中 問 昔が となる から、 混同す る氣づ かひ は 無い。 

秋田縣 では、 普通の a や 拗音 を も、 あ-にし てし まふ 事が ある。 ひが.' し (束) こ えづか ス肥 塚) か I ん じき (かんじ 

き) さ" ん だら (梭 俵) さ. -んし ョ • し- ァんし "(山椒) おが" ぐ (お 客) は" ぐ (百) さんま ェぐ (山脈) など。 この 內、 さ， -ん 

しョ だけ は 盛 岡に も ある。 ただし、 これ は 「丹 波 通辭」 に 「山椒 さいしょ」 と あるから、 この 形で 京都から 輸入され た 

と考 へた 方が いい。 つまり、 京都の 責任であって、 盛 岡の 責任で はない。 

〔八〕 仙 臺ゃ相 馬で は、 ゥ 列の 拗音 を 直 昔に する 癖が ある。 シ ジ ン (主人) ジ ー ェ ン (十 圓) ギ ー 一一 牛乳) リ ー キ 

1( 琉球) チ ー ガク (中 學) など。 これが 更に、 スズン • ズ，. 'ェン • ッ ー ガ グと發 音され るの だから、 東京の 人に は、 

よほど を かしく 聞こえる だら う。 ズ ー ズ ー 辯と いふ 名 も、 こんな 所から 來 たの かも 知れない。 しかし、 岩 手縣. 靑森 

縣* 秋田縣 では、 キク ギュ， シュ • ジュ. チュ など は 正しく 發 音され る。  . 


り^ 縣莊內 では、 弓が ョミ になる 筆法で キュ. シ クチ ュ. 一一 ュ など は、 それぞれ、 キ, シ" • チ" . 一一， となる- ただ 

し、 キ" は-患に チヨと なる。 チ" ー( 灸) ショ (朱) チ 3,- ガグ (中 舉) ジ 31 サン (十三) リ" ー ギ (流 義) など。 中には、 逆 

こ- キュ ー( へ：' 日) オシ ュ ハン (和尙 様) チュウ チン (提灯) ミュ ー( 妙) などと 言 ふ 人 も ある。 これ は、 ョが 誤で あると 数 

へられて、 その ョを 矯めん とする 餘り、 本來の 正しい ョま でも、 ュ にして しまったの だら う。 

〔九〕 岩手縣 では、 西 凤をス ー ガ、 朔 日をッ ー ダ ノソ、 着いた をッ ー ダ などと いふ。 秋田縣 でも、 ス ー ガ (西瓜) ス ー ド 

，(水 近) ス ー コ (推 古) ッ ー ヤス (費やす) などと いふ-" シ ー • チ ー を 1? に 立てて 考 へれば、 別に 不思議 は 無い。 秋 田 

縣 では、 逆に • 通信 を ツイ シン、 數舉を スィガ クと言 ふ 人が ある。 これ 亦、 牛角 を 矯めん として、 牛 を^した もの。 

〔10〕 盛 岡 ゃ仙毫 では、 シ .チ • ジ. ヂは、 それぞれ、 ス • ッ .ズ • ザと なる。 秋 田縣も 同様で あるが. しかし 

純然たる ス • ッ. ズ. ヅ でなくて、 すィ. つ ジす， づィに 近い 音で ある。 福 島 縣相馬 郡に は、 シゃチ の 音 も 存在す るけ 

れ ども. 比 iSf 的 救せ に 乏しい 階級に よって 誤られて ゐる。 それぞれ、 シ-ス 、で ッの 中間 音に i 曰され る。 山形 縣 

も、 シ とス、 チとッ * ジ とズ、 ヂとヅ との 間に 何の i も 無い が、 ただ、 盛 岡 や 仙臺 と は 逆に、 ス ッズ， ッに 統一され 

すに、 シチ ジヂの 方に 統 1 されて ゐる。 すな はち、 煤 も 熊 も 獅子 も 等しく シシ であり、 槌も土 も 父 も 等しく チチ であ 

る。 ただし、 この シ • チ. ジ.ヂ は 東京のと は 少し 違 ふ。 津輕 も、 山形 縣と 同様、 ス： ソ. ズ. ヅの 音を缺 く。 

東北 一般に、 ジとヂ との 使 分け はない。 現在、 日本で、 これ を 使 ひ 分けてる の は 土 佐 人と 九州 人位の ものである。 

その 土 人が 秋 w 人の 發昔 について 調べた 所に よれば、 ジ よりも. ヂの 方が 多い とい ふ。 卽ち、 鼓 • 縮み *味* 氏， 

鍛冶. や 小路な ど、 本来. チ I 名で ある もの は 勿論の こと、 雀 • 蜆-維 i* 匙-虹な ど 本 來ジの 假名で ある もの 
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にまで ヂが 現れる 事が ある。 盛 岡の 金 田 一 さん は、 ジ • ヂ • ズ • ヅ ともに dzca と 書き、 仙 臺の小 倉さん は、 ズ • ヅ 

ともに dzui と 書く. 津輕の 北山さん は dz.f と 書いて をら れるコ ザ は dza ゾは dzo で、 これ は 三人と もに 一 致す る。 

東京 の ザ 行 音が 摩擦音で あ るのと は 違 ふわけ である。 

〔一 一〕 秋田縣 では、 ハ. ヒ. へ • ホ の 子音 を F と發 音す る 事が 多い。 ふァ (齒. 葉) お ふァが (お 墓) ふィ (火) ふス 屁) 

ふェら 8) ふ- W び (蛇) て ふ * ん (手本) いふ" バ (位牌) など。 仙臺 では、 古老 や 御國淨 瑠璃に、 この 唇音が 殘 つて ゐる。 

同地で は 又、 桑 を k  Fa 腑分 (解剖) を FijiFage と發 音す る。 津輕に は、 Fa,  P  Fja,  Fjo などが 有る けれど 

も、 ん だけ は 無い。 岩手縣 にも、 ふァ. ふィ. ふ" • ふォが 有る。 ふ.. ぐ (百) ふャ くし ョ ！•( 百姓) とい ふ 珍しい 音 さへ も、 

紫 波 郡 飯 岡 村に 有る。 しかし、 ふ ィ* ふ"、 に 較べれば、 ふァ. ふ * はごく 少ない。 これ は 莊內も 同様で、 三 矢さん によ 

れば、 古老 や 在方の 人 は、 今 も (明治 卅九 年頃) 木の ファ. 御 フォン (本) などと いふが、 音の 變化は 早い もので、 ファ • 

フォ は、 すん く 減って 行く と ある。 しかし、 東 田 川 郡に は、 今でも， ファ (齒) フォ (穗) は 無論、 ふャぐ (百) ふョ (依) 

ふ ョ人霍) ふョ ー し (拍子) とい ふ 珍しい 音 さへ も殘 つて ゐる (齋 藤秀 一 氏)。 氏 家 剛大夫 (天 保 五 年歿) が、 合 音の ハと 言つ 

たの は のこと である。 ハ ハ (母) を、 當時、 莊內 では 合 音、 江戸で は 開 音 (h)、 京都で はハヮ (《は 開 音) と 言って ゐ 

た。 しかし、 その 京都で も、 以前 は 合 唇音に 言って ゐた 證據が ある。 度 長年 間の ロド リゲ ー スの 日本 文典に は、 母 を 

fawa と 書き、 永 正 十三 年の 後奈良 院御 撰の 謎に、 「母に は 二度 あ ひたれ ども、 父に は 一 度 も あはす、 くちびる」 と あ 

る。 現代の 東京 音の ハハ なら、 一度 も 唇が 逢 はない が、 永 正の 頃 は、 これが 二度と も 合った 事が 判る。 

〔一二〕 盛 岡で は、 ヒがシ 050 になる ことがある。 シ (日 • 火) シル (晝) シマ (暇) シ カリ (光) ァシル (家鴨) など。 
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莊內 にも、 シト (人) シ トリ (一人) シトジ (1 つ) などが ある ^ 秋田縣 にも、 シバシ (火箸) シト (人) シザ (膝) シ ダリ 

(左) などが あるが、 これが 更に 轉 じて、 シュ となる。 しュ (火 • 曰) しュ ー ぎ 0® 貢) しュ， >J え (辨 鯉) しュ ばし (火箸) し- 

もの  (乾物)  しュろ (晝) など。 

〔I 三〕 盛 M では セ はし. -(，^)、 ゼ はら (Cl5e) となる。 これ は 例外が 無い" しェ んしス 先生) じ" ね (錢) かじ ス風) く 

y  (臭い) 2^ て >J  (在 鄉) など。 仙臺も 同様で あるが、 ただ、 開口の S が直績 する 場合 は 例外で、 SS:,  dzS: となる。 

ん 0( 先生) i^I に (錢) など は 福 島 縣相馬 郡に も ある。 これ は 仙臺の 影響で あると、 新妻さん は 一 百って ゐる。 しか 

し、 . ^は 京都の ioi!: である。 セ こそ 江戸の 影響と 言 ふべ く、 しュは 古音の 殘存と 解すべき である。 

火；；：^ ごは、 、rl たい と の セ .ゼ とが 並び 行 はれて ゐる。 山形 縣 でも、 ゼは ジュ、 セ はシ， - となる が、 その シュ 

よ 、更にへ となる。 へ ガイ (世 B^) ヘンへ (先生) メへ (店) など。 この 倾向は 3 お 手縣ゃ 秋田縣 にも、 かな 0 多い。 しか 

し も ひど いのは 森縣 である。 ここで はシ う" は 全部へ に 成り切って ゐる。 だから •  は 北山さん の 津輕方 音 表に も 

^^在しなぃ。 

〔 I 四〕 秋 W 縣 では ヒをフ とい ふ 場合が 多い。 ふと (人) ふとつ (一) ふば る (引 張る) ふシび (ひび) ふぼ (紐) ふる 

ま (整) ふろばる (擴げ る) ふぐ (引く) など。 逆に、 ひたつ (二) ひたり (二人) と 言 ふ。 ヒとフ の 混同 は 岩 手 縣ゃ靑 森 

縣 にも ある。 私の 母 は、 名 を フデと 言った。 父 は、 はっきれ オフ デと 呼んで るのに、 紫 波 郡 生れの 女中に は、 お ふィ 

で (お 秀) と 聞え る さう である。 

盛 岡 市で は-一 をヌ、 リをル とい ふの は 普通で ある。  、 

東北 方 健の SB 
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東北 方 言 の音譎 

〔一 五〕 濁音の 前に 來 ると、 すべての 母音が 鼻 母音と なる。 これ は 例外が 無い。 また、 六縣に 通. f る。 

が 行の 前 か. てき (鍵) ま シ^ (髻) とンぐ (研ぐ) だ 行の 前 はンだ (肌) くづっ (屑) ま. 一 ど (窓) 

ざ 行の 前 ひ" ざ (膝) か "ぜ (風) な" ぞ (謎) ば 行の 前 きンば (牙) ぇンび (蜋) なンべ (鍋) 

〔一六〕 語 間 • 語尾の 力 キク ケコ • タチ ッテト は、 東北 六縣 とも、 漢語 • 洋語 を 除く 外 は、 原則として、 濁る。 ただ 

し、 この 際の 濁 昔 は、 前 頃のと 違って、 鼻に かからな いから、 本 來の濁 昔と 明かに 區 別され る。 東北人の 耳 は、 この 

點に 於て は、 驚く ほど 鋭敏な ので、 「又」 と 「未だ」 と を 取 違へ る 様な 事 は 絶對に 無い。 

か 行 かぎ (柿) まげ (負) とぐ (解く)  た 行 はだ (旗) くづ (靴) まど (的) 

「行く」 は、 この 法則に 從 つて、 「えぐ」 となる。 ところが、 宮城 縣 • 福 島 縣 • 山形 市 • 米澤市 (莊內 は 別) では、 不 E ぁ議 

にも、 「ぇン ぐ」 と 言 ふ。 ィゲ は. 茨城 木 • 群 馬 • 千 葉. 神奈 川の 諸 縣 にも 行 はれて ゐる。 つまり、 これ は、 最初 

から、 ィ. クと いふ 形で • 關^E-地方から輸入されたもので、 外来の 異分子で ある。 

〔 一 七〕 キ クシ スチ ッヒフ は、 その 直後に、 無聲 音の カケ コ、 サ セソ、 タ テト、 パ ぺボ、 キヤ キヨ、 シャシ 3、 チヤ チヨ、 

などが 來た 場合、 その 母音が 無聲 化する。 この 無 聲化を △ 印で 示す。 きし ャ (汽車) きた (北) ぎ べん (木べ ン • 鈴维) 

くさ (草) しか (鹿) した (下) すこし (少) ちから (力) つた (蔦) ひかる (光る) ひと (人) ふけ (頭 坂) ふた など 0 

この場合、 △ 印の 下の カ行 音 • タ行 音が 東北 式獨 音と 成らぬ 點 にも 注意して ほしい。 

キ. ク. シ. ス. チ. ッ. ヒ. フは、 その 直後に- キ. ク. シ. ス. チ. ッ. ヒ. フ などが 来ても、 その 母音 は 無 

聲 化しない。 この 點が 東京 辯と は 違 ふ 所で ある。 きぐ (菊) きづね (狐) くぎ a 堪) くぢ (口) しぎ (式) しぢ (七) すぎ 
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(好) つぎ (月) っぢ (土) ひぐ (引く) ふぎ (蔣) ふぢ (緣) など。 この場合、 下の カ行 音. タ行 音が、 例外な しに、 燭 

つて ゐる堪 にも 注意して ほしい。  」 

r は本來 聲音 であるが、 仙臺 では、 ラレ 口の 直前に • キク シス チッ ヒフが 来れば、 キク シス チッ ヒフの 母音と ラー 

レ 口 の 子音と は、 二つながら、 無聲 化する。 きらす (豆腐 浮) しらな， \ 不知) ちらす (散す) てのひら (掌) くら (藏) .ー 

つら (面) きれ (布 片) ひれ (錄) しろ (白) ひろえ (廣) ふろ (風呂) など。  一 

〔一八〕 無聲 母音の 次に 來たカ キク ケコ • タチ ッテト は、 柬北 音韻の 原則に 反して、 濁らない。 これ を 第二次 的 法 g」 

(.1 则) とする" 例 は 前項 を兑 よ。 なほ， つぎの 場合 もキ • ク • チ. ッを淸 む。 えくさ (軍) やくし バ 役者) ひ" くたん j 

(百 反) あきこ (秋 子) お づきさん (お 月さん) あっさ (暑さ)  j 

(一九〕 ジ • ズ • ヂ • ヅ • ビ • ブの 直後に、 力 ケコ. サセソ • タ テト. パぺボ など 無聲 昔が 來た 場合に は、 その 無 一ぬ f 

昔に 釣られて、 ジ • ズ • ヂたッ • ビ • ブの 子音 も 母音 も無聲 化して、 次の 様になる。 か. ッ つか (餓) みン つか- (短い) 一 

ぁン つけ (味； .m) ゎン つか (僅) み ンっこ (水 こ) ふ. ン つさん (富士山) み "つばな (水 湧) きン ぴちョ (きびち/急須) かン へが 

け、 徵氣) など。  一 

〔二 o〕 お 手縣下 閉^ 郡 船 越 村に、 ホス (本) フトヌ (蒲 團) ォゼヌ (御 膳) サイ バ ヌ (菜 板. 俎) などの 言 ひ 方が ある。 一 

ボー 一 (盆) ゼ 一一 (錢) ラニ (蘭) など を 聯想させる。 上閉伊 郡签石 町で は、 ヮノ (椀) ォセノ (お 仙、 女 名) などと いふ。 I 

第二 章 ^s-北方言の文法  ，： 

東北 方 霣の文 Jtt 
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東北 方 言 の 文法 

東北 方言の 文法 を 論じた 本 は、 北山 長 維さん の 「津輕 語彙」、 秋 田 縣廳の 「秋 田 方言」、 三 矢 博士の 「莊內 語」、 新妻 三 

男さん の 「相 馬方 言考」 などが あり、 八重 樫さん の 「岩 手 縣签石 町方 言 誌」 にも、 語法の 部が 少し ある。 宮城 縣には 全く 

無い。 ただ、 辨 天 丸さん の 「石の 卷辯」 に は E 例が 豊富な ので、 それ を 通して 窺 ふ 事が できる。 語彙 や 音韻で もさう だ 

が、 殊に 文法で は、 東北 方言の 特色 は 岩 手. 靑 森. 秋 田の 三縣 (以上 を 北 奥と 言 ふ) に 最も 厚く、 山形 縣が 之に 次ぎ、 

福 島縣に 最も 薄い。 從 つて、 自分の 文法 論 も 以上の 三縣 にかたよ るの は當然 である。 

〔一〕 茶 椀 こ • 箸 こ • 箱 こ • 猫 こ • 馬 こな どと、 名詞に コを附 ける 癖が 北 奥 や 宮城 縣に 盛んで ある" この コには (一) 

親愛、 (二) 小少、 (三) 謙遞、 (四) 輕蔑、 などの 意味が ある。 馬 こ • 牛 こな どと、 大 動物に 附 ける コ は愛稱 であって、 

これが 一番 古い 用法 だら うと 思 ふ。 一般に、 小さい 物 は 可愛らし いから、 轉 じて、 小さい 物に 附 ける 事になる。 それ 

を 自分に 附 ければ 謙稱 ともなり、 他人に 附 ければ 蔑稱 ともなる。 この コは 山形 縣莊內 地方で は、 幼な 言葉 や、 ある 種 

の 動物 を 除けば、 附く事 は 稀で ある。 しかも、 その 稀に 附く物 も、 大部分、 關東 地方と 共通す る ものであって、 莊內 

語の 特徵と は 言 ひがたい。 福 島 縣相馬 郡 も 少なく、 根" こ • 隅 こ • 穴 こ • めど こ . 饀こ • びん こ • 瘡 こ • 石 こ • かめ 

こ 位の もので、 關東 地方と 共通の ものが 大部分 を 占めて ゐる。 

〔二〕 形容詞の 語尾 は a となる。 ふか ス 深い) くさ" (臭い) かた ス 堅い) など。 ただし、 莊內 では、 フケ • クセ • 力 

テと 平らに 言 ふ。 この 地方の ケは カイに 相當 する ので ある。 副詞 形 は、 ふか， * く  •  くさ" く  • かた， -く となる。 これに 

テが附 くと、 ふか" ふて (深くて) くさ-ふて (臭くて) かた-ふて (堅くて) となる のが 北 奥方 言の 特徵 である。 バ ゃド モ 

が附 くと、 北 奥 ゃ莊內 では 次の 様になる。  . 


一 は 


ふか" ば (深ければ) ふか， - ども (深い けれども) くさ. -ば (臭ければ) くさ ども (臭い けれども)  - 

かた. * ば (堅ければ) かた I ども (堅い けれども) 

形容詞の， 認 M の. S は、 盛 岡 や 秋 ffl 縣で は、 e となる。 おせ (遲 い) ふて (太い) くれ (黑 い) など。 副詞 形はォ セク、 - 

フ テク、 クレク となる。 津輕 では- それ を、 おせ ァく (遲 く)  くれ ァく (黑 く) おもしれ ァく (面白く) などと いふ。 だか 一 

ら、 難輕に は、 「黑 く」 と 「暗く」 との 區 別が、 語法 上 は、 無い 事になる。 

おせば (遲 ければ) おせ ども (遲 いけれ ども) など 前條と 同じ。 

形容詞の 語： は， 北 奥で は、 i となる。 さみ 又は さび (寒い) ひき (使い) わり (惡 い) など、 「安い」 「暑い」 は、 津ー 

輕 では、 ヤシ. ァチ であるが、 岩 乎縣ゃ 秋田縣 では、 更に 訛って、 ヤス. アツと なる。 しかし、 これを形{杯詞の；^lil 

と 見る の は い。 サ ミゃヒ キがサ ム ィ • ヒ クイの 語根で ない の を 見ても 刹る。  - 

サカシ ィ • ァ タラ シィ など、 いは ゆる シク活 の 形容詞 は、 津輕 では、 サカシ • ァ タラ シ となり、 岩手縣 • 秋 W 縣 で- 

は、  サ  カス.  ァ  タラスと なる。 

一 

〔三〕 盛 岡に は、 擬{ 件 Si に、 * ッを附 けて、 形容詞 を 作る 語法が ある。 ビカビ カヅ、 ド a ドロ ヅ、 グラ. クラ ヅ、 ゴロ ゴ_ 

c: ヅ など 際限がない。 ビカビ 力す る、 ド ロド： 1 するとい ふ 意味で ある。 この ヅは、 「東京 ヅ所」 (東京と いふ 所) 「中 村 

ヅ人」 (中 村と いふ 人) な. ど ハヅと EE じく、 ドィフ の 訛らし い。 とすれば、 本來、 動詞で ある. - しかし、 今では、 形容： 

詞の 様に 使 はれて ゐる。 殊に、 石の 卷市 などで は、 r サ ラサラ ツイ」、 「サ ラサ ラック ナッタ」 とい ふ 風に、 すっかり、 一 

形 介，！； の 仲^ 入" をして ゐる。 莊內 では * ビカビ カデゥ などと 言 ふ。 この デゥは 「トイ フ」 の 意味で あると、 齋藤 1^11 

東 北 力 の 文 ^« 
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東北 方 富 の 文法 

さん は 言って ゐる。 

〔四〕 「爲 る」 とい ふ 動詞 を. 盛 岡 ゃ津輕 では、 r サ、 シ、 ス、 セ」 と ra 段に はたらかせる。 「さな.，^」 「芝居す 人」 「せば 

善」 「早くせ」 など。 もっとも、 盛 岡で はシ をス、 津輕 では、 ス をシ、 セ をへ と發昔 する から、 實際は 少し 違 ふが、 そ 

れは、 音韻の 問題であって、 文法の 問題で はない。 秋 田 ゃ莊內 では、 終止連體形だけはスルと東京1^^で、 他 は s; 段 的 

である。 ショウ は、 秋 田 ゃ莊內 では サゥ (ソ ー) とい ふ。 

「來 る」 を、 津輕 では、 キ • キ • キル • キル. キレと 上 

一段に はたらかせる。 だから、 「着る」 と、 lf;2 法 上、 Izil 刖 

がない わけで ある。 ただし， 命令形 は キロ を缺 き、 コ ェ 

を 代用す る。 キ ナイ は 岩手縣 にも 郡部に は 有る。 秋 や 

莊內ゃ 石の 卷 では、 「来れば」 をコ エバと 言 ふ。 秋 E ゃ莊 

內 では、 「來 よう」 をコゥ とい ふ。 

秋 田 や 莊內に は、 「起きれ」 「受けれ」 「載せれ」 とい ふ 命令形が ある。 これ は m 段 動詞の 「切れ」 「取れ」 「這 入れ」 な 

どから 類推した もの だら う。 莊內 では、 起キ ヨウ を 起キ n ゥ、 受ケ ヨウ を受ケ a ゥと言 ふ。 これ も、 ラ行 w 段 動 fffl- の 

「切らう」 「取らう」 などから 類推した ものである。 單 なる 轉 訛の 問題で はない。 

津輕 では、 オモル (思 ふ) キ ラル (嫌 ふ) カル (買 ふ) ナ ラル (習 ふ) などと、 ハ行 四 段 を、 全部 ラ行に してし まふ。 

津輕の 婦人 は、 一般に、 動詞の 命令形に、 必す、 「へ」 を附 ける。 行けへ .讀 めへ • 起きへ • 見へ .來 へな ど。 この 
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「へ」 は， Hi 原 はどう あらう とも、 今では、 取り外しの できぬ 動， 詞の 一部分と なり 終って ゐる。 秋田縣 では * 女に 限ら 

す、 「へ」 を附 ける。 

〔五〕 H 的 格の ヲは 略す。 「花兑 る」 「酒 飮む」 など。 また. 「花 ァ兑 る」 「酒 1 飮む」 と 長め る 所 も ある、 r 洒ば飮 まな" ど 

も、 クバ コば 飲む」 とい ふ 言 ひ 方が 盛 岡に ある。 この バは、 ヲ よりも、 ハに 近い。 取り立てて 言 ふ 心 持が ある。 この 

種の バ は、 i^n* 秋 田縣雄 脇 郡. 山形縣 最上 郡 •， 幅 島 縣相馬 郡な どから も報吿 されて ゐる。 

〔六〕 主格の 表し 方 は 「雨ァ 降る」 「雨 降る」 の 二種。 盛 岡 は 前者で あり、 莊內ゃ 相 馬 は 後者で ある。 津輕ゃ 秋 m は兩者 

を 併 川す る。 莊 -r や 秋 W では， 上に、 ンが來 た 場合に 限り、 ナと いふ 主格 助詞 を 使 ふ。 「損な 行く」 「品な 惡ぃ」 「本な 

る」 など。 「俊 は 威んだ」 「それ は そだ ども」 (それ はさう だけれ ども) 11 かかる 場合の ハ を，^ と發昔 する le^ が莊 €： 

や 盛^に あるが、 それ は、 格 助， 1 よりも、 むしろ、 感動詞と 見るべき ものである。 「どうも はく、 困" つた子 ffi だ」 

などの 、ノ と 1； 様で ある。 

〔七〕 六縣 とも、 「へ」 の 代りに サと いふ。 「東京 さ 行く」 「外さ 出る」 「机の 上さ： 慮く」 など。 莊內 では、 「其處 さ 居る」 

「其 II らさ 有" け」 などと も霄 ふが、 ほかで は、 「居る」 「有る」 の 時 は、 必す 二と いふ。 一一 は靜 的、 サは 動的と いふ "R 刖 

が ある。 石の 卷 では * 「遊び さ 出掛ける」 「水浴ぶ" さ 行く」 などと も 使 ふ。 この種の 使 ひ 方 は 岩手縣 にも、 郡部に は あ 

るが、 市部に は 無い。 1^. 準 語で も、 「遊びへ 行く」 「お 使 ひ へ 行く」 など はどう かと 2 わ ふ。 

〔八〕 现 山の カラの 代りに、 津輕 では、 ハ ンデと 言 ふ。 請ム ハンデ. 取ルハ ンデ など。 これ は、 ホド (gi) の 訛 かと 思 

ふ。 秋出縣 では、 ハ ン テ、 又は、 H ンテ とい ふ。  一 

東北 方 *!G.1KJK  お 
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達者 だはん て (えんて) 安心せ 寒び はんて (えんて) 綿 入 着れ 

羽 後平 鹿 郡で は- 「え ァん て」 又は、 「え ァん てから」 とい ふ。 「雨 降る え ァんて 合羽 着る」 など。 盛 岡で はァ ハ ンテ とい ふ。 

ただし、 この ァは 上の 音と 融合す る。 

寒み ァ はんて、 綿 入 着ろ  今 行か はんて、 お待ち エア 

また、 「寒み だす」 「行く だす」 ともい ふが、 意味が 少し 違 ふ" 盛 岡で カラと いへば、 東京の ナラの 意になる。 

寒み から、 綿 入 着ろ (寒いなら 綿 入 着ろ) 安す から、 買 ふ (安す いなら 買 ふ) 

〔九〕 束 京の ネに 相當 する 感動詞 的 助詞に ネスの 一系が ある。 なす. な" す • なさ (以上 盛 岡)、 ねさ. ねし (以上 津輕 )、 

ねさ • ねす. ねァす (以上 秋 田 驟)、 ねす • ねんす (以上 石の 卷) など。 德川 時代の 大里源 右衛門の 「仙臺 方言」 に は， な も 

し . なむし • ないし • ないし やが 有る。 これによ つて、 「な.' す」 は 「な もし」 の 崩れた ものである 事が 判る。 

〔 一 o〕 津輕 では、 ケ レド モ の 代りに、 バ テ と 言 ふ。 「有る ばて * 食えな. -」 「行きた， - ばて、 行かえ なごな ど。 秋田縣 

北 秋 田 郡で はバ， V テと いふ。 「雨 晴れれば 善ば ッて」 など、 九州の バご アン を 聯想させる 形で は ある。 石の 卷 市に はバ" テ 

モと いふ 言葉が ある。 「食べな" ばッて も、 持 "てお 歸ん なえ」 など。 「石の 卷辯」 に は、 「まで も」 「ばかりで も」 と譯 して 

ゐる。 マ デモ 起原と 考 へたら しいが、 むしろ、 パト テモ 起原と 考 へた 方が よく はなから うか。 

「行く ども」 「行 "たど も」 「行かな" ども」 と 言 ふい ひ 方 は 北 奥お よび 莊內の 語法で ある。 石の 卷 では ゲン トモ， 相 馬 

でも ゲ ン トモ、 原 釜で はゲ ン 11" モ、 又は、 ゲン II 3 である。 

〔一一〕 近畿の サ カイが 莊內 にも 有る の は 分布 上 珍しい。 スケ • サケ • ハケ などと 言 ふ。 莊內 のケは 東京の カイに 當る 
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事 は 忘れて はならない。 m 例 は 「雨 降らね すけ. 善い ども」 (雨が 降らない から 善い けれども) などと いふ (莊内 ss、 十 

15 靑森 縣七戶 町の 人 も 「すかに」 と 言 ふ。 寬政ニ 年の 「御國 通辭」 にも、 盛 岡の 「さかいで」 が錄 して あるが、 今 は廢語 

である 0 

〔一二〕 助動^ デ ス の 代りに、 秋出縣 では、 ダス 二 ァァス ニァ アンス • デァ リンス . デォ ンザ ル などと いふ。 盛 岡で は、 

デ ゴ ザ ンス. ヂ ゴ アンス. V フ ガンス、 仙臺ゃ 石の 卷 では 、 デ ガ ス 二 ァゴザ リスと いふ。 津輕 では、 デ シ • デ ゴ シ • デ 

ゴ ェ シ • デ ゴ ェ シテシ とい ふ。 こ の 打消 は、 ヂ へ ン • デ ゴ へ ン • デ ゴ ェ へ ン である。 デ へ ン はデ セ ン の 津輕式 訛で あ 

る。 デ センと いふ 形の あるの は 有難い。 東京 辯に は、 デ センが 無い ので、 打消に 限って、 デ ハ アリマ セン- 又は、 デ 

ハ ナ ィを代 W しなければ ならな いのは 不便で ある。 

〔一三〕 「行きます」， い 方 1  一一 C を $1^ めて みると、 行きし. 行きし ズ 以上 津輕 )、 行き あんす (盛^)、 行きす (石の 卷)、 行き 

す • 行く す • 行 くんす • 行 くん さ (以上 秋 £ 驟) などが ある。 一 般には ほとんど 活用 しないが、 秋 田縣の 一 部に は、 「行 

きんさな ご 「行きん した」 「行きん す」 「行き ァん せ」 「行き ァん そう」 と 五段に 活用す る 所が ある。 

〔一四〕 盛 M では、 大過去 をタ" タと いふ。 「來 た」 といへば、 來て、 現在 そこに 居る こと、 「來 たった」 といへば、 す 

でに^つ た 後の ことで ある。 これ は必 すし も、 時 問の 經 過の 長い 短い に はか か はらない が、 「見た」 と 「見た" つた」、 

r 爲た」 と 「爲 た" た」 など を 較べ 來 て兒れ ば、 やはり、 タ ウタの 方 は 遠い 過去で、 多少、 囘想 する 心 持が 含まれて ゐる。 

r 兑た ことがある」 「爲た ことがある」 と譯 せば、 當ら すと い へど も 遠くない。 紫 波 郡で は 「て あ つ た」 とい ひ、 秋田縣 

では、 「て アツた」 「てァ た」 「たた」 などと いふ。 

東北 方言の 文お 
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東北 方  一一 一 _c の 文法 

〔一 五〕 5： 形縣 以外の 五縣 では、 推量 叉 は 未来に 「ベ」 とい ふ。 これ は、 「べき」 の 音便 「ベい」 の つづ まった ものである 

が、 活用 は 無い 。「起きる ベ」 を、 福 島縣ゃ 宮城 縣 では 「起き ッぺ」 とい ひ、 盛 岡 ゃ津輕 では 「起きべ」 とい ふ。 ただし、 

これ は 音韻の 問題で ある。 すべて、 上 一段 • 下 一段動詞に 「ベ」 がっく 場合 はかうな る。 盛！！ や 石の 卷 では、 このべ を 

H と 言 ふ 事が ある。 「何 だえ」 「斯う だえ か？」 など。 なほ、 石の 卷に は、 「不景 氣で食 ふべき な， -」 「忙しくて 行く ベ 

きな ごとい ふ 言 ひ 方が ある。 「事が できない」 「すべがない」 とい ふ ほどの 意で ある。 莊內に は 「ベ」 は 無い。 クラウ を 

テロ ー、 ダラウ をデ 口 ー とい ふ。 秋田縣 では、 ダラウ を 「でァ ろ」 义は 「でろ」 と いふ。 

〔 一 六〕 受身の レル、 ラレ ルの 代りに、 莊內. 津輕. 盛 岡. 石の 卷 などで は、 エル • ラ H ルと いふ。 「寢ら えな"」 「叱ら 

えた」 「見ら える」 など。 この エル を-萬 葉 集に ある 「ェ、 ェ- ュ、 ュル、 ユレ」 と はたらく 助動詞の 殘 存と考 へて ゐる 

人が あるが、 レル. ラレル の 子音の 脫 落と 考 へた 方が すなほで ある。 

〔一七〕 使役の 助動詞 は、 四 段に は セル、 それ 以外に はラ セルが 附く (莊. s. 秋 田 • 盛 岡)。 津輕 では ヘル 0 ラへ ルと訛 

る。 この 用例 は、 「起きら せる」 「受けら せる」 「着ら せる」 「来らせる」 など。 これ は 段 活用の 「切らせる」 「取らせ 

る」 「這 入らせる」 などから 類推した もの だら う。 無理 もない けれども、 分析して みれば、 大いに 違 ふ 事が 判る。 

切らせる = 切ら + せる 着ら せる" 着 十ら せる 

「切らない」 とはい ふけれ ども、 「着らない」 と は 言 はない。 「着ない」 である。 【着る」 の 未然形 はキ である。 使役 助 動 

のサ セル は 未然形に つくから、 着サ セルで なければ ならない。 着ラ セル は 誤で ある。 然るに、 この 誤に 氣 のっかない 

人が 多い。 口に 言 ふだけ ならいい が、 文章にまで 書く。 もし、 この 地方の 中舉 校の 生徒に、 「左の 文に 文法 上の 誤 あ 
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らば； 3 せ」 として、 「着ら せる」 を 出したら、 半分 位 は 落第す るか も 知れない。 こんなの は 常人の 恥で あるば か 0 でな 

く、 敎 帥の 恥で も ある。 國語 の敎師 は、 機會 ある ごとに、 その 地方の 方 首 語法 を敎 村と して、 標準 法との 異、！ n を 比 

較 する 様に したい ものである。 文法 教科書に、 東北 版 • 九州 版な どの 各地 版が あれば 都合が いいの だが、 今の所 il;!^ 

各自の 工夫に 待つ 外 はない。 

第三 隶 束 北方 言の „4 語 

^北方 言の 單 語の 中で 地方 的 分布の 面. ：！： いものと、 語 史的 研究の 興味の ゆたかな ものと を、 若干 選んで 解説して み 

る。 初めに 主として 分布の 注意すべき もの 五單 語、 次に 語 史的に 見て 問題と なる もの 五 K1. 語 を舉げ る 。 

〔一〕 コト ヒ。 牡 中の 方言 は、 所に よ つ て、 コッ トイ ゝ コ ッテ ー • コッテ • ゴ "テ •  n テ • コチ • コッ •  n  " ッ ー、 その 

他 色 < ^あるが、 これら は、 いづれ も、 十 2 語の コトヒ から 出た もの だから、 以下 コトヒ で 代表させる ことにする。 「倭 

名 類 衆鈔」 に、 牡牛 を 十：！ 止 比と 訓じ * 「日本 紀」 雄 略 三年の 條に、 特 牛と あり， 「萬 葉 集」 に は、 事 負と 書いて あるから、 

千年 以來の iqsii であり. 奈良朝 • 平安朝の 言 はば 標準語で ある。 それが、 へ r 日で は、 近 幾. 中國 *§:國* 九州の 全部 

に 行 はれ、 しかも、 北陸 道 や や 奥 羽の 屮央 部に は缺 けて ゐる。 これ だけで は、 西部 方言と 言って いい 様. たが、 し 

かし、 よく！：； ル ると、 北陸 近に は、 加贺. 能 登 • 佐 渡に あり、 關 東に は、 安房. 上總. 相 模三浦 半島 • 八丈島 • 伊豆に 

あり • 奥^に は、 秋 wit 河.？？； 郡 *靑 森 縣束部 二お 手縣束 部に ある。 この 一見 不規則な 分布 は、 どう 説明 すれば よい か 

？ せ 風の 考へ 方なら 、相互の 交通に よって、 說 明しょう とする だら う。 例へば、 秋田縣 のコテ は、 佐 渡の コ J ァ ー 

東牝 方 富の 軍 》 
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が、 船に よって、 運ばれた と考 へ、 その 佐 渡の は、 能 登の ゴ - テが、 海上 を 通して、 歸 化した とい ふ 風に 考 へる。 も 

し、 コッテ ー が 新語なら、 さう いふ 考へ方 も 成り立つ かも 知れない。 しかし、 實際 は、 コ、 ゾテ ー は 古語で ある。 佐 渡 人 

は、 能 登の 船人から 舉 ぶまで もな く、 古くから、 コ ウテ ー を 知って ゐ たはす である。 交通 說が 成り立たない とすれば、 

第二の 考へ 方が 必耍 となる。 

コトヒ は、 昔 は、 標準語と して、 n 本 全 國に行 はれた に逮 ひない。 所が、 後世、 江戸の 地に、 ヲゥシ とい ふ 新語が 

發 生し、 これが 江戶の 周圍に ひろがって、 今までの コトヒ 系を廢 語と してし まった。 ただ、 島 や 半島 ゃ國の 端々 は、 

交通 不便で 文化の 至る ことが 遲 いために、 さう いふ 地方に だけ、 昔の ままの コト ヒが殘 つて ゐ るので ある。 この 考へ 

方 は、 柳 田國男 先生が、 蝸牛の 方言に ついて、 初めて 建てられた 方言 周圈 論を應 用した ものである。 周圈と 言へば • 

幾何 學 的の 圓 ゃ楕圓 を 聯想す るが、 實 際の 分布 は、 はなはだしく、 ゆがんだ ものである。 これ は、 日本の 地勢の 不規 

則に もよ るが、 また 一 つに は、 關西 辯の 勢力の 有無に もよ る。 すな はち、 西の方に は、 優勢な 關西 辯が あって、 江戶 

辯の 進出に 抵抗して ゐ るが、 奥 羽 地方に は、 關西 辯の 勢力が 無い ので、 この 方面に 向って は、 自由に 進出す る ことが 

できた。 その 結 BT 束に ふくれて、 西に ちぢんだ 變な 形の 方言 領域 を 形づくって しまったの である。 

〔二〕 ベ n 。奥 羽六縣 どこでも、 牛 を、 ベ，' コ または、 ペコと 言 ふ。 これ は、 アイヌ 語の ペコから 来たと 說く 人が あ 

る。 しかし、 それ は 逆で ある。 アイヌに 牛 は 無い。 だから、 牛の アイヌ 語の あるべき わけはない。 これ は、 奥 羽 方言 

が、 アイヌ 人に、 採用され て、 アイヌ 語と なった もの だら う。 このべ コは 、奥 羽に 限った 方言で はない。 京都府 中 郡 

三重 村 や、 但馬出 石 郡 や、 拆木縣 でべ コと言 ひ、 t 淡 城 縣久慈 郡で ベ ー コと言 ひ、 下野の 東部で ベ" コと言 ふの は、 いづ 
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わ も、 .^^の總稱でぁる。 子牛 を 意味す るべ コに 至って は、 数へ 切れない ほど 多い。 島根 .廣 島. 岡 山. 兵 庫 ニニ 重 • 

滋贺 • 幅 井の 各縣に 及んで ゐる。 壹岐 では、 子牛 をべ ン コと言 ひ 島 原 半島で は、 ベ ッ コと言 ふ。 京都府 天 田 郡で は、 

ベ コ ウジと 霄ふ。 江戶 末期の 「丹 波 通辭」 に は、 「ベい こうじ」 と 出て ゐる。 ゥシを ウジと 洞る の は 京都 式の 訛で ある。 

以上 を 以て 兑れ ば、 奥 羽の ベ コ • ベ ーコ は、 奧；^ 人の 手製で はなく、 上方からの 輸入品で ある こと を、 想像して よ 

からう。 慶：； K 八 年の 長 崎 版 「日葡 辭典」 に は、 ベべ ノ コ を犢の 卑語と し、 近 松の r 關 八州 i$ 馬」 にも、 「ベべ の 子」 と あ 

る。 ベ ベ ノ コも、 ベ コも、 語原 は 同じ もので、 牛の 啼き 聲、 または * 牛 を 呼ぶ 聲 のべ ー ベ ー から 來 たもの らし い。 子 

や をべ ー ベ ー と： W ふ 所 も ある。 

(三) ネ マル。 束 北 地方で は、 輻島縣 を 除く 外、 全部、 坐る こと をネ マルと 言 ふ。 北陸 道 は •. 若狹を 除く 外、 全部、 

f.: る こと をネ マルと いふ。 飛 驟吉城 郡で は、 あぐらをかく 事 をネ マルと いふ。 長 野 縣北安 暴 郡で は、 寢 よと いふ 所に 

ネ マレと いふ。 石の 卷^ のネ マルに も、 「腹 這 ふ」 と 「かがむ」 と兩義 ある。 坐る 意の ネ マル は 出 雲 や 石 見に も ある。 九 

州の ネ マル は、 一般に は、 腐敗す る 意味で あるが、 肥 後 玉 名 郡 南の 關町 では、 その外、 冗談口に 稀に- 寢る こと をネ 

マルと いひ、 また、 資れ淺 り 品をネ マリ モンと いふ。 

现 在に 於け るネ マルの 分布 及び 意味 は 右の通り であるが、 昔 は、 もっと 廣ぃ 地域に 行 はれた 證據が ある。 百 六十 年 

前の 「物 節稱 呼」 によれば、. 下野 や 日向で も、 坐る をネマ ルと 言って ゐた。 木 下 長 嘯 子が、 初めて、 あづまに 行った の 

は iiil 長 頃で もあった らう か、 その 著 r 擧白 集」 の 中に、 小 田 原の 宿の あるじの： w 葉と して、 「いまし ばし、 ねまり 巾べ 

い」 と ある。 これ は寢 そべ ると いふ 意味ら しい。 萬^ 元年 頃の 作と 推定され る 淺井了 意の 「東海道 名所 記」 にも、 遠 州 

東 * 方 富の 軍薛  一 
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西 坂 (新 坂 .闩 坂) の條 に、 「山 か ちの ねまり 巾 したる よな」 とい ふ田舍 女の 言 紫 を 記して ゐる。 これ も寢 そべ る 方で 

ある。 潁 原さん によれば、 關 東の 奴 言葉 を ffl ゐた 「奴. 俳諧」 (寬文 七 年刊) に、 「短夜に 星の 親 ぢの月 澄みて、 端 居 はね ま 

り、 吞 むは 大酒」 とい ふ 句が ある さう である。 芭蕉が 羽 前の 尾花 澤で 「涼し さ を 我が 宿に してね まるな り」 と 詠んだ の 

は寢 そべ る 意味の つもりだった らうが、 實は. 尾花 澤のネ マル は 坐る 意味で あつたので ある。 少なくとも、 今 は、 さ 

うで ある。 江戸 長 吸の 越後 獅子の 「そこのお けさに 異な 事 言 はれ、 ねまり ねまら す 待ち明かす」 は、 越後 方言 を 使った 

つもり だら うが、 この 作者 はネ マ ル の 意 を寢る 事と 誤解して ゐ たらしい。 少なくとも、 今 n は、 越後の ネ マ ルは 坐る 

意味 だから、 歌の 趣旨に 合 はない。 近 松 も、 或は 奧州 方言と して (» 磐 太平 記)、 或は 信 州 方言と して C 信 州川屮 c!? 合 戰)、 

或は 遠 州濱松 方言と して (心 屮齊皮 申)、 ネ マル を 使って ゐる。 近 松 は、 方； 一一 一 n について、 どれ だけの 知識が 有ったら う 

か。 方向の サを、 目的格の ヲに誤 E して ゐる ほど だから、 隨分、 心細い が- ネ マルが 右の 地方に 行 はれた 事 だけ は、 

今日の 分布から 見て、 肯定して よい。 殊に、 遠 州に ついては、 「東海道 名所 記」 の 傍證も あるから。 

元來、 ネ マル は、 室町 時代の 京都 語で ある" 易 林 本 「節 S 集」 に、 踞の 字をネ マルと 訓 じて ゐる。 しかし 「かたこと」 

(慶 安三 年) の 頃に は、 京都で は、 もう、 廢語 となり、 ただ、 北國 方言と して、 また、 古語と して、 知られて ゐる だけ だ 

つた。 「增 補下學 集」 (寛 文 九 年 「かれ： と」 i リニ 十 年後) の踞ゃ 「書 言 字考 節用集」 の蹲跟 は、 古語と して 古 節用集 を路襲 

したに 過ぎない と 思 はれる。 ただし、 昔の ネ マル は 坐る と は、 少し 違って ゐ たらしい。 それ は 踞の字 を 使った ので も 

判る。 この 字 は、 易 林 本 「節用集」 にヒザ マヅク とも 訓 じて ある。 また、 ^踞を 「節 ffl 集」 や 「增 補下舉 集」 に ゥヅク マ ル 

と訓 じ， 「書 言 字考」 にはッ クバ フ とも ネ マルと も訓 じて ある。 これに よれば， 當 時の ネ マル は、 ヒザマ ヅク. ゥヅ. ク 
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マ ル • ッ クバ フと 言ひ換 へても よい 様な 坐り 方であった 事が 判る。 しかし、 「かたこと」 に 「それに 坐し 給へ とい ふ蓴 

を、 そこにね まれと いふ は 北國首 薬な り」 と あるから、 ネ マルが スヮル 意味に なった の も 久しい 事で ある。 これ は 坐 

禮の變 遷と關 係 させて 考へ なければ ならない 問題で ある。 

〔四〕 母 を、 アツ パ、 または、 その 類語で 呼ぶ 所が ある。 この 言葉 は、 不田 A 議 にも、 日本の 南北 兩端 にだけ 行 はれ、 中 

央 部の 廣大な 部分に 缺 けて ゐる。 

「ぶ 部 方 曾〕 ァ ， パ 〔北海道 南部 • 律 輕 (物 類稱 呼) • 岩 手縣紫 波 郡 • 秋 田 驟北秋 田那〕 ァ ッ X 1 〔靑 森驟 SI 津輕郡 深 浦 町〕 ァ ハ 

〔靑 森縣の 一部 * 秋 W 縣平鹿 都 • 仙 北 郡〕 アバ 〔青 森縣 西津輕 郡〕 アバ 〔北海道 • 津輕 • 秋田縣 大部分 • 山形 縣各郡 • 新！？？ 縣海^ • 

能 登 W 至 郡) アバ ァ (老女 X 佐 渡〕 アバ チャン 〔「越後 土産」〕 あば やん (老女) 〔佐 渡〕 ァ バン (老女〕 〔若 狭〕 アン パ 〔秋 

E 驟〕 アン マ 〔富 山縣〕 

〔西部 方言〕 アツ パ 〔沖 繩驟石 «島* 西 表 島〕 アツ。 ハ ー 〔沖 繩驟 八重 山 島〕 ァヒィ 〔長 崎 (物 類稱 呼) *壹岐 湯 岳 村〕 アブ 〔沖 繩縣 

黑島 •s; 表 の 平民〕 アブ タ 〔沖 繩驟 與那國 島〕 アブ ヮ 〔沖 繩縣波 照 間 島〕 ァホ 〔薩摩 出水 郡 阿久根 町 (卑 )〕 アポ- 〔瞎摩 川 

逢 郡 枕 崎 町 0^)( 疲)〕 ァ ボア 〔沖 繩縣波 照 間 島〕 ァボ 〔薩摩 川 邊郡枕 崎 町 (卑 ス^」〕 ァ ボン 〔鹿 兒島驟 の 一部〕 了 マ 〔沖 繩驟 

德之 島、 沖 永 良 部 島〕 アム 〔奄 f 大^〕 アム 1C 沖繩 藤の 一部〕 ァモ 〔奄 美大 島〕 ァモ ー 〔沖 繩縣の 1 部〕 アンナ 〔沖 

繩贓宮 古島 平 良 町〕 アン マ 〔高 知 驟幡多 都 • ^美大 島 名 瀬 町 • 沖繩 驟^ 頭 郡 名 護〕 アン マ ー 〔鬼 界ケ島 • 輿論 島 • 首 里 市 • その 

他〕 

以上 を 渡す と、 ァ ヴパ系 は、 束の 方 は、 北海道. 奥 羽 • 北陸 道に 限られ、 西の方 は、 土 佐 幡多郡 を 唯 一 の 例外と - 
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して、 他 は 全部、 九州に 限られ、 中に も、 薩 摩の 南端から、 沖繩縣 にかけ て • 最も 多い。 その 沖繩 縣の內 でも， 南 一 

の 端、 臺灣の 一歩 手前の 八重 山 群島の ァリパ は、 奥州 北部の アツ。 ハと、 精密に、 一致して ゐる。 この 一致 を 偶然と 見る 

か、 必然と 見る か。 もし、 八重 山の アツ パを、 日本語の 圈 外に 置く ことにすれば、 薩 摩の ァホ. アポ. アポ *ァ ボン も、 

いき ほひ、 外 國語极 ひしなければ ならない ことになる。 それで は、 第一、 薩摩 人が 承知す る はすがない。 薩摩語 を 日 

本 語と する 以上、 琉球語 も、 また 日本語で ある。 從 つて、 八重 山 群島の アバ は、 北 奥州の アツ パと 同源で なければ な 

ら ない。 しかし、 いくら、 交 通史の 大家で も、 八重 山 群島と 北 奥 羽との 交通の 頻繁 を證據 立てる こと はでき まい。 と 

すれば、 方言 周圈論 以外に、 解釋の 方法が 無い。 方言 周圈 論の 敎 へる 所に よれば、 かうな る。 アツ パ、 または それに 

近い 言葉 は、 かって 日 木 全 國に行 はれた が、 後、 ハハの 方が 優勢と なり、 これが * 京都 を 中心として M 方に 傳 はり、 

近い 所から、 追々， 舊來の ァ了ハ 系を廢 語と してし まった が、 北陸 道 や 奥 羽 や 九州 は、 遠方の ため、 今な ほ、 古い ァ ， 

パ 系が 殘 つて ゐ るので あると。 

アツ パ そのもの は 古書に 見當ら ない が • これに 近い ォモ は、 古書に 見える。 「日本 紀」 祌武紀 四に、 「指-一 其樹, 曰-一 恩 

如,， 母 云云、 母 木邑、 今 云， 一 妖悶迺 奇,」 と あり、 仁 賢紀に 「於 母 亦 兄 …… 此云， 一 於 慕 尼 慕 兄 こと あり、 天 武紀八 年 五 月の 

條に、 「一 母 同產」 と あり、 「萬 葉 集」 卷 二十に 「意 毛 知 知が ため」 と ある。 以上の ォモ は、 全部、 母の 意味で ある。 「萬 

葉 集」 卷 二十の 東歌に、 「阿 母」 と 書いた 所が 四ケ所 ある。 これ は、 ァ モと訓 まれて ゐる。 意味 は、 やはり 母で ある。 

「萬 葉 集」 卷 十二に、 r 綠 兒の爲 こそ、 乳母 は 求む と 云、 乳 飮めゃ 君が 於 毛 求 むらむ」 と ある ォモは 乳母の 意味で あるら 

しい。 今日の ァモ • アマ • アバ. アツ パは、 古語の ォモ • ァモの 直系 卑屬で はない かも 知れない が、 親類 づき あ ひする 位 


の^ 柄 だら うと 思 ふ。 

〔五〕 ァ ケヅ。 螨 ^を. ァ ケヅ、 または、 その 類語で 呼ぶ 所 は、 私の 調 茶に よれば、 次の 諸縣 にだけ ある。 これ 以外 

に は 無い。 

朿部 (秋 E. 山形. 岩 手 • 宮城. 福 島. 茨城) 西部 (大分. 宮崎 • 鹿兒 島. 沖繩) 

地方に よって、 細かい 差異 は ある。 山形 縣の ァケ • ァケゴ • ァ ゲン • アン ケ. ァ "ケ、 宮城 縣のァ ー ケ、 秋 田 縣のァ 

ゲジ、 大分 縣の アキ ッ . ァケ ドリ. ァケ ドロ、 宫崎縣 の アキ ュ ー ス、 鹿 兒島縣 の 了 ケス、 種子 ケ 島の ァケ ー •  丁ケ ー 

ズ • ァケ ー ジ 31、 沖繩 本島の ァ ー ケ，' 、ヅ ー . ァ ー ケ， 'ゼ I、 八重 山 群島の ァケ ー ンチ • ハ ケ ー ヂ . カケ 1. チ. ァギダ 

ン . アイ ヂ など， その 一 斑で ある。 

了キヅ じ、 早く、 「日本 紀」 に、 神武 天皇の 國 見の 傳說、 秋津島の 地名 起原と して 現 はれ、 「古事記」 に は、 雄 略 天皇 

の條 にある。 雄略；大^^-が、 アキ ヅ 野に 行幸 遊ばされた 時に、 アブが 來て、 天皇の 御 腕に 食ひ附 いた" そこに、 崎 蛤が 

アキ, 

飛んで 來て、 その アブ を 食った とい ふので、 「その アム を 阿岐 豆 はや 食 ひ …… 」 の 御製と なり、 これが、 アキ ヅ 野の 地 

名の 起 となった とい ふので ある。 「訓- 一 蜻蛉 一 云-一 阿岐 豆 1」 と 原註が 施して あるから、 明かで ある。 丁 キ.. ッは、 「萬 葉 

集 一の 頃に は、 アキ ッと淸 む 様になった らしく、 蜻蛤羽 を、 秋津羽 • 秋 都 葉な どと 書いて ゐる。 それが、 平安朝 時代に 

なると、 カギ a フ • カゲ £1 ゥ となって、 アキ ヅは 死語と なった。 圓融 天皇の 御世に 成った 「康賴 本草」 に 「止ム 波 宇」 が 

初めて えて ゐる。 「梁 塵 祕抄」 に は トウ バ ゥと ある。 

これで、 アキ ヅ が- 奈良朝 以前の 近畿の 言葉で ある ことが 判った。 それが、 今日で は、 近畿 を 始め、 中國 *四國. 東 

東北 方 富 の！ * 語 
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海 • 東 山 • 北陸の 何處 にも 無く、 ただ、 東北と 九州と だけに 淺 つて ゐる。 これ は 平安朝 末期に 京都に 發 生した トウ バウ 

が 流行して、 この 流行が、 京都 を 中心として、 四方に ひろがり、 今までの ァケヅ を廢 語と してし まった からで ある。 

ただ、 東北と 九州と は、 京都 を 去る こと 最も 遠く、 流行の 至る こと 最も 遲 いために、 今な ほ、 奈良朝 以前の ァケヅ を 

使って ゐ るので ある。 ただ. 東北 地方で も、 一番、 外側に ある 靑森縣 や、 岩 手縣の 北半 分に、 ァケヅ が 無く、 トンボ 

の 系統で ある ダン プリが、 もっぱら、 使 はれて ゐる のが 不思議で ある。 この 理. S は、 昭和の 方言 舉 では、 まだ. 說明 

がで きない。 

〔六〕 ス ガリ (似我蜂)。 蜂の 一種 を、 ス ガリと いふの は、 靑森 • 岩 手 • 宮城 二 §島* 長 野 • 岐阜の 諸縣 にある 。 長 

野縣北 安曇 郡で ヂス ガリと 言 ひ、 飛 驛吉城 郡で、 ヂス ガリ、 または、 ヅス ガレと 言 ふの は 似我蜂の ことで ある。 盛 岡 

市で は、 これ を ツチ ス ガリ、 または、 單に、 ス ガリと 言 ふ。 「物 類稱 呼」 に、 仙臺 では、 蜂をス ガリ、 ジ ガバチ を土ス 

ガリと いふと あるが、 仙臺の 「濱 获」 に は、 細腰 蜂をス ガリ， 蜂 を ハチ ス ガリと し、 「仙臺 言葉 いろは 寄」 に は、 ス ガリ 

を 蜂と し、 近頃の 方言 集に も、 ス ガリ を 蜂と 註して ゐる。 動物 攀 上の 擧 名と 違 ひ、 人に よって 範圍に 廣狹の あるの 

は、 やむ を 得ない。 盛 岡の ス ガリな ども、 或は、 蜂の 總稱 にも 使 ひ、 或は、 種別 的特稱 にも 使って ゐる。 津輕 のシガ 

リ • ス ガリ は、 諸 書み な、 蜂と ある。 

ス ガリ は、 古語 ス ガルの 訛で ある。 萬 葉集卷 九に、 「胸 別け の廣き 吾妹、 腰 細の 須輕娘 子」 と あり、 卷 十に、 「卷さ 

れ ば酢輕 なす 野の ほととぎす」 と あり、 卷 十六に、 「飛び翔る 爲輕の 如く 腰 細に」 と ある。 似我蜂 は、 蜂の 內 でも 特に、 

腰の くびれ たもの だから、 胸と^と が發 達して、 腰の くびれ た 乙女に たと へたので ある 3 曰 本紀に は、 有名な チイ サ 


コべ ノス ガルの 話が ある。 「k,ik 人名 也。 此 云-一 須 こと 原註が 施して ある。 「倭 名 類聚 鈔」 に は、 この 字をサ ゾリと 

W じて ゐる T 物類稱 呼」 に、 常 陸で、 似我蜂 を 力 ソリと 言 ふと あるが、 力 ソリは サソリ の 訛 かも 知れない。 倭"，.？ 鈔に、 

蜂 を ハチ、 .1- 蜂をュ ス ルバ チ、 木 蜂 を ミカ バチ として ゐ るから、 この頃、 もう、 ス ガルと いふ 言葉 は 京都で は、 廢 Ifli 

となって ゐた is^ がわ かる。 平安朝の 歌人 は、 ス ガル を、 鹿、 又は 鹿の子と 誤解して わたらし い。 

すがる^く 秋の は^ 原 朝れ ちて 旅 ゆく 人^ いっと か 待；： む (「古今 集」 滩 別耿) 

この ス ガル は- 似我蜂と しても、 liE- 味 だけ は 通る が、 秋 11 萩原 11 朝 — 旅人に、 似 我 峰で は、 いかにも、 取合せ 

が變 だ。 ここ は、 やはり、 鹿で なければ、 情景が しっくり 合 はない。 

すがる 臥す 栗 栖の小 野の 絲^ ま そ ほの 色に 霜 やそ むらむ (權中 納言長 方 卿 家集) 

これ は、 「ジ ガバチ 臥す」 と解釋 したので は 窓 味を爲 さない。 „^ 林 本 節用集に、 鹿 子と あるが、 これ は. 長 方 中 納言流 

の 舉問を 受け 繼ぃ だもので ある。 同書に また、 裸 臝姊歷 とも ある" これ は、 曰本紀 から 得た 知識ら しいが、 それ を 

、マ グリと 註した の は 誤で ある。 なるほど * ラー 字なら、 ハマ ダリと いふ 意味が あるが ク ワラと 熟語に なれば 

味が？； つて 來る。 

以ヒを 以て 兑れ ば、 ス ガル は、 萬 葉 集 時代の 奈良朝 語で あり、 平安朝に なると、 もう 廢語 になって、 ス ガル は 鹿 だ 

フ， 鹿の子 だのと いふ I. おまつた 說が行 はれて 居た ことが 判る。 東 山道 や 奥州に 今 使 はれて ゐるス ガル は 萬 葉 時代の 古 

語の 殘っ たもので ある。 

〔七〕 キク。 「^勢 物. ぼ Li の 主人公が、 みちの くに 行った 時 * そこの 女が せちに E やって、 戀歌を 詠んで よこした。 「昔 
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男」 は、 あはれ と 思って、 行って 寢た。 その 晚、 鶴が 窗鳴 きをした ひ 「昔 男」 は、 それ を 聞いて、 「もう 夜が 明けた と 見 

える」 と 言って まだ 喑ぃ內 に 出た。 女 はう らんで、 一首の 馱を 作った。 「夜 も 明けば、 きつに はめな む- くた かけの、 

まだき に 鳴きて、 せな を やりつ る」。 この 意味 は • 「夜が 明けたら、 水槽に 投げ入れて しま はう。 腐れ 鷄め、 暗い 內か 

ら 鳴いて、 兄さん を 逃がして やった よ」 である。 鶏の 宵 鳴 は 不吉で ある。 これ を 止める に は、 水 を かければ よいと い 

ふ 俗信 は 今 も ある。 かう 判って しまへば、 何でもな いが、 これ を 解く までに は、 昔の 擧者は 非常な 苦心 をした。 それ 

は キッの 意味が 判らなかった からで ある。 色色 考 へた 末、 キッは 狐 だら うとい ふ 事に なって。 「狐に 食 はせ よう」 と 解 

釋 して、 それで 判った つも. りで ゐた。 所が、 江戸 も 終り 頃に なって. 平 ffl 篤 胤が 秋 田から 出て- 鄕 里の 秋 田で、 太い 

丸太 を 掘って 作った 水槽 を キッと 言って、 人家の 門に 据 ゑて 置いて、 常の 使 ひ 水と する。 「伊勢 物語」 のキッ は、 もし 

や、 これで は あるまい かと、 伴 信 友に 話した。 信 友 はこれ を 聞いて、 鬼の 首で も 取った 様に 喜んで、 「比 古& 衣」 の 中 

で、 色々、 考證 して ゐる。 

篤 胤の 生れた 町で は、 キッを 水槽の 意味に 使って ゐ たから、 正解に 達する 事が できた ので あるが、 實は、 この 言葉 

は、 所に よって、 色々 の 意味に 使 はれて ゐる。 秋 田 一 縣 について みても、 仙 北 郡 や 平 鹿 郡の 一 部で は 水槽 だが、 南の 

方、 雄 勝 郡 や 平 鹿 郡で は 板 倉で あり、 男 鹿 半島で は、 長さ 五六 尺の 獨木 舟で ある。 水槽 は 松で こしら へる ので、 マヂ 

キッッ とも 言って ゐる。 雄 勝 郡で は、 米櫃 をコ メギッ とい ふ。 津輕 では、 板 製の 四角な 水槽 をキチ とい ふ 所 も あり、 ま 

た、 圓ぃ木 をく り拔 いて、 水 ゃ珠を 入れる もの を さう 言 ふ 所 も ある。 靑森 縣三戶 郡で は、 物 を 入れて おく 板 製の 箱の 

外、 水の 湧き 口に 据 ゑる 底の 無い 井 戶枠樣 の 物、 あるひ は、 洗濯 用に、 土中に 据 ゑて、 寛で 水 を 引く 箱な ど を、 キ， 
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ッ-キ "チ とい ふ。 ミヅ ギッッ (水 桶). コ メ ギッッ (米 橛). サ カナ ギッッ (魚 梱、 抬阒 形) などの 稱が ある。 ギ * ッと濁 昔に 報吿 

した 人 もあった" "お 手 縣に來 ると • 九， 戶 郡から は 蒸き、 遠 野 町から は 米 植* 穀概と 報告され てゐ るが、 兩 方^た もの 

だら うと 思 ふ。 ただ * セィ ロウの 方 は 井桁の 形 をした もの を 曾 ふらしい。 盛 岡 市で は、 臺所 にある 水搏 や、 錢^ にあ 

る 浴槽 をキ， ッと いひ、 米 概はコ メゲッ と 訛る， - 近在で は、 珠 入れ を キッッ とい ひ、 大便 所の 街 箱をッ ボギッ とい ふ。 

手縣 でも、 南の 仙？ バぬ領 まで 行く と、 キ ッ ッは板 〈おとなる。 仙 S 市 も： E 様で ある。 ただし、 仙臺 市の キ 、ッ ッは、 物置 

• 米倉と 譯 した 人が ある。 

按 する に、 キッ は、 木地と 書く キヂと 同じ 系統の 言葉で、 もとは、 單 にくり 拔 いて 作った 器の 總稱 だら うと 思 ふ。 

靑森縣 一：； 戸町で は、 iiii びた る をヲケ とい ひ、 さした る を フネと いひ、 くりた る を キッッ と 言 ふと ある。 「十！ I 今 著 Mffiu 

に、 「近代 節.^、 なにも 上 违部物 を 食 はれぬ こと、 いはれ なき 事な り。 三條 左大臣 入道、 内辨 のとき、 きつに 取りて、 

めし 給 ひける を、 識 ネ のし 給 ふ is! なれば、 やう ぞ 侍らむ」 と あるから、 キッ は、 必す しも、 水槽と は 限らす、 食器に 

も、 キッと 呼ぶ 物が あった 寧が わかる， - 何に 使 ふかと いふ 事 は、 キッの 本質に はかから ない 事で は あるが、 實際 問題 

として は、 使 ひ 近に よって、 形 や 大きさ は、 それぐ、 ^の 方向に 進化す るから、 本 は 同じで も、 末に は 大差 を 生す 

る 事と なる。 ただ 名 だけ は、 あまり 變ら ないから、 我々 は、 これによ つて、 本 を 知る 事が できる。 

a ク a の發 明に よって、 木地 挽きの 仕事 は に 進歩した が、 しかし、 桶 結 ひや 指し物の 進歩 も、 それに 劣らない も 

のであった らうと 思 ふ。 實際、 木 をく り拔 いた 原始的な キッ は、 今日で は、 ほとんど 見る 事が でき なくなった。 平 田 

篤 胤の 顷 でさへ、 さう いふ キッ は、 水瓶の ために、 驅逐 されて、 少なくな つて ゐ たので ある。 しかし、 瓶の 水 は、 冬 
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は， 凍って、 不便な ので、 北奧 羽の 装 一い 國々 に は、 比较的 近い 頃まで、 キッが 使 はれて ゐ たので ある。 

キッ とい ふ 言葉 は、 山形 縣ゃ福 島 縣には 見當ら ない が、 茨城 縣多賀 郡に は 「キ サッ 木植」 が あり、 越後で は 魚 を 入れ 

る 箱 を キス (南 蒲 原 都) ナギッ (岩 船 郡) キッ (新 潟 市 附近) などと 一 I 一日 ふ。 ィケス も、 また、 キッの 一 種であった 事が 之で 

わかる。 (池 キッ叉 は 生ケキ ッと考 へる 事が できよう。) 

〔八〕 ハウ タウ。 枕 草紙の 終の 方に 「ほ ぞち はうた うま ゐ らせん」 と ある。 これは^が 加持して、 終って， 歸る 時、 人 

人が 引止めた 所の 一一 目 葉で ある。 春お， 抄本に は 「ほうち」 と兑 える。 永 井一 孝さん の 新釋に 【ほうち はうた うの 七 宇 は 意 

義が 分らない、 何等の 衍か。 古本に 據 つて 削除した」 と あるが、 これ は 衍文で はない。 ホゾチ は、 r 倭 名 類聚 鈔」 に 熟 

瓜の 字 を さう 訓 じて ある。 ハ ウタ ゥは、 「伊呂波 字 類抄」 の疊 字に \ 縛 託の 字をハ ゥ クウ (黑川 本に にハ フ タフ) と訓じ • 

飮 食の 部に は、 同じ 字 を ハク クタと 訓じ、 r 麵 をのべ て * 方に 切る 名な り」 一と 說 明して ある。 これ は 俊 名 抄に據 つた 

ものである。 倭 名 抄には 倭 名が 擧げ てない から、 やはり 當時 も、 字音の まま、 ハク タクと 呼んで ゐた 事と 思 ふ。 ハウ 

クウ は その 昔 便で あるが、 これ は 女房 言葉ではなかった かと 3 心 ふ。 飮貪は 婦人の 掌る 所で あるから、 女房 言葉が、 終 

に は、 一 般語 となる 事が 多い。 小 右 記の 寬弘ー 一年 三月 一 一十 二日の 條に は、 稀 餅. 粽と 並べ 擧げて ある さう である。 「尺 

素 往来」 に は 「砂糖. 饅頭. 鉢 鐺. 鰛飩 等」 と ある。 「大日 本國語 辭典」 が、 之 を バウ タウと 讀んだ の はどう かと 思 ふ。 バ 

ゥ タウと 濁る 事 は、 古書に も、 方言に も、 證據が 無い。 物 集さん の 「大辭 林」 に 引用され た 「厨 事 類 記」 に は、 ホウ タウ 

の 料理法が 詳しく 書いて ある。 よい 薯預 をお ろして 米の 粉に 合せ、 よく/、 れんぎ で 押し 平め て、 粉 を 少し 掛けて、 

疱 丁で 長さ ニ寸 あまりに 切って、 索 餅の 様に 細く 切って、 ゆでて、 小豆の 指り 汗 粉で 食 ふと ある。 「和訓 菜」 に 「はう 


たう は 小豆 もて を 煮る をい ふ」 と ある。 

次に、 方言の 方 を 調べて みょう。 责 森 縣三戶 郡の ハット は麵 類、 ソバ ハ.' ト は喬麥 切りと 報告され てゐ る。 岩 手縣の 

方 は、 九 戶郡久 慈 町の ハツ トウ はう どん、 郡恃濱 村の ハット は 薔麥類 * 遠 野 町の ハ" トは麵 類、 签石 町の ハット ー はす 

ゐ とんの 小豆に 入れた もの、 氣仙 郡の ハツ トウ は 蓄麥. 小麥 粉の つみ 入れの 汁、 同 郡 上 有 住 村の ハ.' トは うどんと ある。 

小本村司さんの「盛岡方言^„?」には、 「麥の粉にて、-ぅどんの如打、 小豆に て 煮る を、 ここに、 はつとうと いふ …… 」 と 

あるが、 必す しも、 麥の 粉と は 限らない。 薔麥の 粉で もい い、 それ を こねて、 太い 丸い 棒の 様に し、 それ を 厚さ 二分 

位づ つに 切る。 すると 大保錢 みた いなもの が 出来る。 それ を 汁 (味噌 乂 は番. ^の) に 入れて、 煮て 食 ふ。 麥のを ムギハ 

ト， 滞麥の をソバ ハットと いふ。 小豆に 人れ たもの をァヅ キバ， トと いふ。 素人の 作った 衝麥 切り を、 謙遞 して、 ハ 

トと いふ 人 も ある。 また、 カツ ケと いふ もの も ある。 紫 波 郡 飯 岡 村で は、 カツ ケ バットと 言 ふから 「角 形」 の 訛 かも 知れ 

にょい。 これな 麥 やそば の 粉 をのして、 四角に 切って、 うでて、 葱 味 i ョ など を附 けて 食 ふので ある。 和名お に 「麵 をの 

して、 方に 切る」 と あるのに 一 致す る。 

宮城 縣本吉 郡 志津川 村の ハケト はすい とん、 栃木 縣芳賀 郡 逆 川 村の ハット ダン ゴ もす ゐ とん、 栃木 縣 i ，合 郡 泉 村の 八 

ッ トシ ルは、 媼 盹粉を こねて 作り、 汁に つまみ 入れた ものと ある。 信 州 伊那 地方で ハク トウと いふの は、 うどん を 汁で 

煮た 物と ある。 しかし、 . 信 州で はホ ー ト ー とい ふ 方が 普通で ある。 ァ ヅキホ ー ト 1* カボ チヤ ホ，' ト ー など 力 ある。 

束 筑摩邡 和 田 村で は 黄粉 を かける。 七月 七日の 朝に こしら へて、 七夕さん に 上げる。 南佐久 郡で は、 味 で 煮る。 ォ 

ホ ー ト ー とい ふ。 山 梨 縣東八 代 郡で も、 ォ ホウ トウと いふ。 南 5^. 芋. 葱 等と 一 緒に うどん を 煮る。 冬の 常食で ある。 

東北 方 S の 語 
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甲府 市で は、 大根 • 人 參* 牛 房な どと 一 緒に 煮る。 ホ ー トヲ とい ふ。 汁粉で 煮た もの は 特に、 ァ ヅキボ ー トヲ とい ふ。 

佐 渡に は、 ベ "ト ー とい ふ 料理が ある。 極めて 甘鹽に 仕立てた 味 is 汁の 中に、 少量の 冷 御飯 を 入れて、 ゆるい お 粥 を 

作る。 お 粥が よく 煮えたら， その 中に そば 粉 を 入れて、 二 尺 位の 長い 箸で、 まま 粉が 出來 ないやう に、 手早く かき 廻 

して、 煮 上げる。 固さ は 東京の そばが き 位、 熱い 中に 食べる。 

ハウ タウと いふ 言葉の 分布 は、 今日で は、 東部 日本に 限られて ゐ るが、 昔 は豐 後に もあった。 古河 古松 軒の 「西遊 

雜記」 (帝國 文 it 所収) の^ 府の條 にある。 

此 ：》、 國分 寺へ も 行し に、 小院 にて、 一 見すべき 所な く、 此 地に 止宿せ しに、 亭主の 馳走 Li、 ホウ テゥ といへ る もの.^ 振舞し 

事な リ。 是は、 齟飩 に似^る ものに て、 璺 後の 國 Li か^りて、 此 食物， ^製せ るな リ。 うどんの 粉 水に 鹽，^ 少し 入れて、 f* 

くぶく れリ、 一 てれ } 是ほど LL 丸め 置、 味疃 汁に、 時節く に 隨ひ、 何 にても 切： み、 i く 煮し 時に、 丸め 置し 圑 子，^ 引の 

ばして、 汁の 中へ 入れて 食せ る 事な リ。 . ^ひ 異にして、 なかく ぶき ものな リ。 言ひ傳 ふ、 大友宗 鱗 鮑の 腹，^ 好みて、 常 Li 食 

す。 夏日、 鮑の 腸 不自由の 時に、 うん どん に て、 右の ごとくに 装し 食せ るに、 其 昧ひ粗 鮑の 腸の 味 ひに 同じ。 是に i りて、 0 

腸と 名づく 0 

これ を讀ん で、 比較 を 無視した 割據的 方言 研究 は危 いかな と 嘆かない 者 は あるまい。 豐 後の 國に 限りて 製 するとい ふ 

獨斷 から 出發 して、 大友宗 麟を持 出し、 鮑腸說 を傳說 化する。 附會の 甚だしい ものである。 

「書 言 字考」 に餺 餅と ある。 これに よれば 牡丹餅 は當 字で、 實は、 ハウ タウ 餅の 訛で ある 事が 判る。 少なくとも， 

「書 言 字考」 の 著者 はさう 考へ てゐ たので ある。 
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〔九〕 マギ。 「今昔 物， ILl 十六に 「麥繩 …… 犬なる 折 榧 一 合に 入れて、 前なる 間 木に 指 上げて 置て けり」 と ある。 この^ 

木 について、 「梅園 日記」 の 著^ は 上長 押 だら うと 1  一一 口 ひ、 「言海」 に は、 「長 押ノ 上ナド ュ設ケ タル 棚 ノ如午 モノ ナ ラム」 

とい ひ、 「大日 本 國語醉 典」 も 「言海」 と同說 である。 なるほど、 右の 用例で は、 棚で もい い 様 だが、 次の 様な 場合 は、 

棚で は 通らない。 「新羅 國 王の 后 ありけ り、 人に 通け リ。 國王大 にい かりて、 后 を とらへ て、 髮に繩 を 付けて、 問 木 

に！；？ り 係け て、 足 を 五 尺 許り 引き上げて 置きたり けり」 (今昔 物語、 十九) 

マギ とい ふ詞 は、 津輕 では、 一般に 使 はれて ゐる。 或は 「天井の 物置」、 或は 「屋根裏の 物 澄」、 或は 「屋根 一教 部屋」 と 

報齿 されて ゐる。 盛 岡 市 附近で は マ ゲと發 音して ゐる。 茅葺 きの 家の 1K 井 を 張らない 所に、 棒 を、 何 本 も、 平行に 渡. 

して、 物 を 載せる 場所と した もの をい ふ。 「猿 蟹 合戰」 の 臼 も、 この 地方で は、 マゲ から 落ちた 事に なって ゐる。 

マギ. マゲ とい ふ 言葉 は、 靑 森縣. 岩手縣 以外に は 見當ら ない。 他の 地方で は 何とい ふかと 調べて みると、 アマ (八 

丈 島 • 越屮. 遠 江)、 ァ マコ 碟). アマ ダナ (，.sd. 周 防」、 ソラ (越後)、 ダイ モン タカ (美 濃)、 タカ (信 州， 丹 後 .仉 馬)、 タ 

力 * テ、 信 州). タナ (E. 斐)、 タナギ (^玉， 群 馬/ チシ (秋 田)、 ッ ー シ (土 佐)、 ッシ (加賀 • 飛驟 張 • 越 前 近 江 • 大和 .丹 

後 .紀 州 • 備屮 • 美 作 • 俯：， 供 豫* 土 佐 • 肥 前 向)、 ヅ シ (栃木 • 甲斐 • 信 州 *伊 豆 *壹 岐)、 ヅ シィ (上 總)、 ヅ ス (伊豆/ ル ス (伊豆)、 

ツチ (紀 州. 肥 後 .n 向)、 -ッリ (信 州/ テン ジ 周 防) などと 言 ふ。 この 中、 ッシの 系統 は 最も 分布が 廣 く， 一 府 二十 縣 

に 一 n 一って ゐる。 その 領域 も、 京都 を 中心に して、 w 方に 擴 がって ゐ るから. ッシ が、 マギに 次いで 起った 京都 l^i であ 

つたら うと 想傻 される。 これらの ッシ は、 多く は、 厩. 納屋. 臺所 • 爐 の 上な どに 設けられて ゐる。 その 構造の 詳し 

い 事は資 物を兑 なければ 判らない が、 信 州の タカ デは 丸太 を 並べた ものと あるから、 「今昔 物語」 の 皇后 様が おされた 

R 北 S の S* 詰 
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間 木 も、 そんな もので あったら うかと 思 ふ。 

〔一 0〕 力へ ルバ。 「蟥給 日記」 に、 「山 ごもり の 後 は、 あま かへ ると いふ 名を附 けられた りければ 力く 物し けり 云 一 

々」 といって 次の 一首が ある。  一 

お ほ はこの 祌の助 や なか リ けむ 契りし 事 1^ 思 ひかへ る は  - 

この ォホ ハコの 意味が 判らなくて、 ォホ ハラの 誤 だら うと か、 いや ォホ ソラ だら うと かいふ 說が 昔あった。 しかし 一 

誤で はない。 このままで、 善く 意味が 通る。 蛙 を 半殺しに して、 地に 小 穴 を 掘って、 車 前 草 を 敷いて、 その J に、 

殺しに した 蛙 をのせ て、 また 車 I を かぶせ. 「I お死に やった、 おんばく 殿の 御と むら ひ」 と ロロ S へれば、 蛙 一 

が 蘇る とい ふ 子供の 遊び は、 江戶 にもあった (嬉遊 笑覽、 禽蟲) 。この 遊び は 平安朝の 京都に もあった と兑 える。 「蜻蛉 日 一 

記」 の 女 主人公が 山 ごもり から 歸 つたので、 尼歸 ると 仇名 を附 けられた。 アマ カヘル を 雨蛙に 取りな して、 率 前 草 を： 

持ち出し、 rm 心 ひかへ る は」 に 蛙 葉を隱 した 俳諧 歌が ある。 これによ つて、 カヘル ハが車 前 草の 異名で あつた^も わ 力 

る。 「お ほば この 祌」 と 詠んだ の は、 何 か、 童謠を 踏まへ てゐ るの かも 知れない。  一 

車 前 草 を カヘル ツバと 呼ぶ 所 は、 今日で は、 靑森. 岩 手 • 宮城，. 福 島. 茨城 • 千 葉 • 栃木. 埼玉. 群 馬 • 新 潟. 長， 野 • 山 梨 .靜 一 

岡. 愛知の 十四 縣 である。 所に よって、 多少の 訛 は あるが、 大した 事で はない。 岩 手縣福 岡町邊 では ゲ グサ とい ふ o{ 

東北 地方で は、 娃を ビッキと いふので、 これが 車 前 草の 方言に も 現れて、 ビッキ キサ (山形 ヽビ" キ- クサ、 (秋 田い ビッキ ノ 

ハ (秋 ？掌惫 城)、 ビキ草 (岩 手) などと なる。 九州で は、 蛙 を ドン キ r とい ふので、 車 前 草の 方言 も ドン キ ュ1- クサ 

である。 埼玉縣 入 間 郡宗岡 村で、 ぎば うし をゲ ー 口 ツバと いひ、 鳥 取 縣西伯 郡 逢坂 村で、 どく だみ を ギヤ ー ル クサと い 
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,c 上 殺で、 たがらし を 力へ ルノ キッケ とい ふ。 これ は 車 前 草の 代りに、 こんな 物 を も、 蛙に 投藥 した 子供 等の ；.：.」.， 

ほる もの だら う。 

虹？^ の 遊び は * 八 rn では、 もう 少なくな つた。 秋田縣 横手 町、 お 乎 縣氣仙 郡 廣^ 村、 能 登、 岡 山縣小 S 郡 笠 岡 村な 

どで は、 老人 は 知って ゐる けれども、 近頃の 子供 はやらない。 しかし、 岩 手 縣九戶 郡長 内 村、 東京 府元八 王子 村、 代 

渡 0^, 山形 縣北村 山 郡 ia^ 鄉村、 土：^ 幡多郡 W ノ  口村、 加贺 などに は 今 も ある。 殊に 佐 渡から は、 その 時 歌 ふ ま 

で、 二三 報 されて ゐる。 一例 を擧げ ると、 「虹 どん 生きさい の、 おん ぼ こさんの ひに ピ これからして、 車 前 草の 

^?:渡ソ--:ーー；：ォ ンボ コ サ ン が生れる。 もう 一例、 「蛇々、 生きさい の. おんば こどん も 菖蒲 どん も、 ^？? ひに 御. Igi ッヒ 0」 

これで：^ ると、 n 蒲も處 方され たらしい。 加贺 では- ドクダミ や 山椒の 葉 を ひかぶ せる。 その 時の ra- は、 「ぎ やん ど 

ス ぎ- ん どん、 いっく 死んだ。 よんべ 糟贪" て、 今朝とう 死んだ」。 これに 似た 啦は丹 後に も ある 。「雨 殿 はいつ 

死な さ ッたリ 八：：： の晚 に、 ：^：：酒のんで、 つ ひつ ひ 死な さ = た」" 山形 縣北村 山 郡東鄕 村の 子供 は、 「びッ きも さく、 な 

ゆべ な 

ぜ 死んだ。 S. 夜の 粘醉ウ て- 今朝 死んだ。 醫 者殿來 たから 戶を あけろ」 と 歌 ふ。 

こ らを ると、 を 平 殺しに する 手段と して、 酒粕 を 〈M はせ て、 醉は せたら しい。 かう いふ 遊び は 支那に も あつ 

たと 兄え て、 isf:;i 草の こと を、 支那で は、 蝦蟇 衣 (江 束 方言) 叉 は、 蝦 墓 葉と いふ。 日本語の 力へ ルバに 常る。 

土： 幡多郡 S ノロ 村で は、 牛 殺しに した 蛙 を、 この 紫で 被 ふ 時、 「は "こべ ようい」 と 呼ぶ。 だから、 ォホ バコの 

^多 方：； U はハ " コべ である， - これに よれば、 八丈島 屮之 郷村で、 ォホバ コをハ コ ベラと 言って ゐ るの も、 必 すし も植 

物 分類 舉の 知識の 缺乏 にの み歸 する わけに 行かない。 京都市の 上京 左京區 では、 はは こ 草 を ハコべ、 又は、 ハコ 

束 北 カー is の & 
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ビと いふ。 この 方言 は、 移民に 伴 はれて、 遠く、 北海道 タ張 町にまで 移植され てゐ る" 捲 磨の 福 崎 町 や 鹿 谷 村で は、 

はは こ 草 を ォバコ とい ふ" 所が 目の前の 淡 路由良 町で は、 おきなぐ さ を、 オン バコ とい ふつ 岩 手 縣下閉 伊 郡 船 越 村で 

も、 ォ キナ. クサ を、 ォバコ 、又は、 ォバッ コ とい ひ、 「ォ ー バコ、 ォバコ 、虱ハ 中 一一 ナレ、 蟲ノ 子ハ上 一一 ナレ」 とい ふ 

童謠が ある。 これ は、 ォキナ グサの 實に附 いた 毛 をむ しり 取って、 それで 毬を 作る 時 歌 ふ もので、 ムシ ノコ は fiS の 卵 

ォキナ ダナ 

の 方言で、 子房 をた とへ たもの、 これが 上になる と毬 がう まく 出来る。 白頭翁の 名 は、 爺 婆に たと へた ものが 多い。 

古語で 祖父 を ォホヂ とい ひ、 ffl 母 を ォホバ と 言った" 白頭翁の 岩 手 方言、 ォヂノ ヒゲ. オイ ヂノヒ ゲは卽 ち、 ォホヂ 

ノ鬚 であり、 ォパ カシラ • ォパ シラガ • ォバ コ など は、 卽ち ォホバ から 來た ものである 3 ヂヂバ バに譬 へた 植物 は、 

必す しも、 その 形が 白 頭 を 聯想させる ものば かりで はない、 子供が 植物に 名 づける 態度 は、 植物 舉 若が 植物の 新 極に 

ラテン語の 擧 名を附 ける のと は 違った ものが ある。 だかち、 車 前 草の ォホ バコ も、 「大葉 子」 のみが 唯一 の 語原 說 でも 

ある ま， so 
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本州 東部の 方 言  一 

. I 〔後 編〕 關 東方 言 11  ュ 

東條 操 1 

. 一 

^一章 關束 方言 槪說  一 

〔 一 〕 鼓に 關爽方 貢と 云 ふの は關東 地方 一 帶と 甲斐の 郡內 地方と に 行 はれる 方言で ある" 伊一 & 諸島の 方言 も大 體 この： 

關束 方言 に^する ものである。 この 地方の 方 一一 一一 口 は 早く 萬 葉 集の 東歌の 中に 詠み こまれて 奈良時代の 悌は 今に 傳 へられ 一 

ながら； 土 朝から 室町までの 一一： 一 n 語 狀態は 之 を詳 かにす る 事が 出来ない。 江 戶開府 以後 特に 文運 東遷の 後 は 文 學が江 戶語一 

のト： に榮 え、 帝都. が 束 京に 遷 つて 後 は 標準語が この 方言の 上に 建てられた。 從 つて 言語 史 特に 現代の 言語 を 研究す 5i 

ために は 開^ 方言 の 知識 は その 基礎 をな すべき 苦で あるに 拘らす 從來、 そ の 研究 が 等閑 に 附 せ ら れ て 居た^_- は遣憾な 

事で ある， - ,江戶 語の 研究 は近來 漸く 靑年舉 徒の 手に よって 手 されん として 居る が 之 を 口にし 得る 故老 はもう 殆ん 

鬼籍に 人り 幕末の 江戶 語の 狀態 さへ 今 n では 十分 明かで ない。 明治に 一 度 起り 昭和に 二度 起った 方苜 研究 も關東 地方： 

に は 何の 見るべき 資料 を殘 さす、 僅かに 「茨城 方言 集覽」 外數 部を數 へる 忙 過ぎない。 中には 東京 • 千 葉 • 祌奈 川の 諸 一 

闞東カ 篱概說 
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關 東方 S 概 說 

縣の 如き、 方言に 關 する 單行 本の 皆無と も 云 ふべき 縣も ある 有樣 である。 

關柬 地方 は 大體に 於て 平野で あるが 西北に は三國 山脈 • 關東 山脈が 速 一旦し、 東南 は 太平洋に 接して 居る ので 村の 

外に 山村 漁村の 生活 も 見られ、 大 利根の 下流、 霞.^ に 沿って は 水鄉が 開けて ゐる。 なほ 兩毛 の费蠶 地帶、 茨城の 鑛山 

地帶は 東京の 一 大都會 地と 共に 特殊な 地方と して 注意すべき もので 一一 一一" 語 研究の 與 味の ゆたかな 地方で ある。 その外、 

裏 n: 光 • 奥 利 极 • 奥秩 父の 山村 は 豆 南 諸島の 海 島と 共に 方 一 一一 II 研究者の 爲の處 女 地で あり、 傳說 地と して 常 陸の 安寺 持 

方 や 武藏の 人 問 鄕な ども 今 n: では 格^な 方言 はない らしい が、 その 傳說の 起闪に 興味が ある。 

關東 方言 硏究 の 中で 最も 重要な 問題 は 次の ral つで あらう。 

(一) 東北 方言との 關係  (二) 本州 中部 方言との 關係 

(三) 八 丈 島 方言 の 系統 問題 ( 四 ) 東京 方言 の 發達 

この 中、 第三に ついては 第二 章に 讓 り， 第 g: は 全く 之 を， お 略す る" 第二 は 所謂、 東西； 吶 方言の 接 觸 現象に 興味が あ 

るが 之 は 他 編に 譲り、 以下、 東北 方 首との 關係を 主として 關東 方言の 性質 を 略述して 兑る。 この 兩方 1  一一 a は 合して 本州 

東部 方言 をな す もので あり. 一致 點が 頗る 多い。 

〔二〕 音 韻 東北 方言と 關 東方 一一 一一 〔と は 音韻 現象に 於て は 共通の 性質 を 持ち、 チッ • シス 音の 混 滑 も、 所謂 ズ， 'ズ， -辩 

も その 麟を關 東方 言 屮に 現 はして 居る が、 關東 方言 に 著しき もの はィ 母音 の變 化と、 中の カ行 ク 行 音 の 濁音 化 の 

傾向で ある。 この 現象 も 北に 著しくい S に 至って 漸く 薄れ 東京 東郊 附近で 痕を沒 し 神 奈川縣 に は 全く 無い やうで ある。 

概して 云へば 東北 方言の 影響の 濃厚な の は 茨城 • 千 葉の 兩縣と 柅木縣 であると 云って よい。 
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贞. 北方 言に なく 關朿方 1 一一；： にの み 見る 音韻 現象と して は 第 一 に カ行 鼻^音の^ 在せ ぬ 事で ある。 尤も 之は關 東の 全地 

域に 百 一る もので はなく、 群 馬 *椅 玉 • 千 葉各縣 のかな り廣ぃ 地域に 於て 帶狀 に缺 けて 居ろ ので あり、 それに 隣接す る 

柅木 • 茨城 • 鬼 京の 小 部分に も缺 けて ゐる 地方が ある。 以上の 地方で は 語 中の カ行 濁音 は g のみ を發音 して D を？ 

昔 しないの である。 ，y 戶時 代に もこの 音の 行 はれて 居た は 三 馬が 田舍 者の カ行 燭 音に 特にが。 きぐげ ご の 如き 文字 を 

W ひて その 獨 ならぬ を 明かに して ゐ るので も 察せられる。 

二の 現象 は. 語 中の カ行 昔の 變化 である。 現在で は 千 猪縣の 安房 隅. 君 i^* 長生 • 市 原の 各 郡な どで， ¥i 中の 力 

行 昔 は k を 脫^$ して ハ タ H  (畑) キゥ (聞く) の 如く 云 ふ。 これ も. y 戶 時代に 存在して ねた ls$ は 倭^ SfK 綱に、 

上總の M のい £ の 方の 人 はかき くけ-、 いはで わ^う ゑ，^ に 轉ず in 六,^ ひやう ろうと 唱 へ 百 二百， ^ひやう 二 ひや-つと いふ… 

© 州 も M じ、 ^山>^-ふく>^'ふぅ、 さえと いふ。 

と あるの を 以て 知る が出來 る" 然るに 之と 類似の 現象 は 豆の 大島 にあって、 そこで はハ 夕 へ (畑) キフ (間く) の 如 

く 語 中の カ行 音 は ハ 行 昔に 轉 音す る。 

;5^京に於て ヒをシにぁゃまる事は古來、 有名な 事實 であって 浮世 風呂に も 見えて 居る が、 この 訛音 現象の 行 はれて 

ゐる範 園 は 意外に 狹 いやう である。 まだ 分布 を 明確に しない。 

關 おの ァクセ ント とお： 北の ァ ク セ ント との 異同に ついては 之 を 系統と する 人 も あるが、 調^が 不十分な ので 不 

である。 

〔三〕 SS 法 ： ほ 法に 於ても^ 北方 言と 大同小異 である。 所謂 「關 東べ い」 は 勿論 關 i^l 帶に行 はれ、 隣接せ る 山 梨の 郡 

襴東 力-一き 概 
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東方 g  m 說 

內 地方， 靜 岡の 富士川 以東に 及び、 長 野の 佐久 地方に も 散在して 居る が、 之 は 東北 地方の 大部に 行 はれて 居る もので 

ある。 但し その 語形に は 小異が あって 「行かう」 を ィグべ ー . イダべ • インべ 1 インべ . イツべ ー. イツべ、 時に イン 

ベ ー と 云 ひ、 「雨なら む」 を 雨 ダンべ ー • ダンべ • ダッベ 1 . ダッぺ の 如く 云 ふ。 促音 を 喜ぶ の は 茨城 • 千 葉と 栃木の 1 

部， とで ある。 伊豆 諸島で は大島 • 新 島 • 三 宅 島に ある。 

方向 を 示す に r サ」 を 用 ひる 事 は 「坂 東サ」 として 有名で あるが、 之 も 勿論 東北 方言に 行 はれて ゐる 助詞で ある。 關東 

地方に 於て は 茨城 • 干葉 及び 拆 木に 行 はれて ゐる もので 他の 地方に は少 い. 八丈島に は 稍 之に 類した 「シャン」 の 形が 

ある。 動詞の 活用で は 佐行變 格の スル、 カ行 變 格の クル を シル、 キルと 一段 活用に 云 ふ 地方が 多い。 

接尾， 語で 東北 地方に 行 はれる 「コ」 は關東 地方に も あるが 大島を 除いて は その 勢力 は 微弱で ある。 

「馬 メ」 「鳥 メ」 「蚊 メ」 の やうに 動物に 「メ」 をつ ける 事 は 栃木 . 茨城に 行 はれ、 遠く 八丈島に もこの 現象が ある。 

關東 地方の 語法 現象の 注意すべき ものに 「マ セン」 に相當 する 「マシナ ィ」 の 形式が ある" 江戶 時代の 滑稽本の W 舍言 

葉に も 現 はれて ゐる ものであるが 群 馬 • 埼玉 • 千 葉の 各縣 にな ほ 行 はれて ゐる。 

東北 地方の 「 タ" タ J は渐 くその 影を沒 して 關東 では 「タツ ケ」 が囘 想の 意味で 使 はれる。 之 はもう 標準語 視 されて ゐる 

が 外に 「行 カナ カツ タ」 を 「行 カナ カウ ケ」 と 云 ふ 如き 形 も ある。 分布 はい まだ 明かで ない。 

「フン ジバ ル」 r ブンナ ダル」 「クン ノム」 の 如き 動詞に つく 接頭語が 關東 一 帶に行 はれて ゐる こと は、 世間 周知の 

ことで ある。 之 も 東北に も 見える 現象で ある。 

語尾の 助詞で 昔から 注意され てゐる ものに、 「ム シ」 が ある。 r ソ ウダ ムシ」 など 云 ふので あるが 之 は 群 馬縣に 特有の 
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もので 隣接の 埼 玉で は大里 • 秩父兩 郡に ある。 

〔四〕 箪 語 疲れた 時に 「ああ コ ワイ」 と 云 ふの は、 東北に 行 はれて ゐる ものであるが、 關東 地方で も 柯 木 • 茨城 • 千 

紫と 群 馬の 一 部と に 行 はれて 「コ リイ」 と は 恐し い 事との み 解して ゐる 東京 人 を 驚かせる。 

「ナ 一 こ (何) を 「ァ 一 こ と 云 ふ isSf も關 東の 一方 言で 十 ！： く 萬 葉 集に 「アド」 「ァ ゼ」 の 形が 東歌に a えて 居る が、 現在の 分 

布 を：：： 几る とま 京 . 千雜 とその 隣接の 埼玉 • 祌奈 川の 大部と に 行 はれる ものである。 チ；1 く は その 範 固が 關 東全體 に 及ん 

だものら しいが、 現在で は關 東の 北東 部に は 無い やうで ある。 之 も 伊豆 諸島 中で 八丈島に のみ 行 はれて ゐ るの は 注意 

すべき S ^である。 

汝と云 ふ Js^ を 「一一 シ」と云ふのは^|^ど關^ 一  帶と 云って よいが 神奈 川で は 稍少く 「ヌ シ」 が 之に 代つ て 現 はれる。 然る 

に埼玉 • 千^に は その外に 「イシ」 と 云 ふ 代名詞が ある。 伊豆 諸島で は 大島は 「一一 シ」 で、 新 島 は 「イシ」、 八 丈 t5 に は 二 

つと もな く 「ナ レ」 の 如き 十 ：！ 形が 殘 つて ゐる。 

「虚 la」 を 「チ ク」 「チ クラ ク」 チ クラ" ぺ」 など 云 ふ 事も關 東の 變 つた 方言と して 人に 知られて ゐ るが、 その 分布 は 

木 • 茨城. 千^と 埼 玉の 一 部と である。 群 馬に は 類似した 「テ ダラ」 が あるが 之 は 同 系統の もの かどう か は 今後の 調 

14:- を耍 する ものである。 

束 北で は 「出る」 「出來 る」 が ffl 法が 反對 になる ことが 多い。 關 束に はこの 現象 は 見えない が、 山 梨縣に はこの 「出る」 

「出来る」 の 逆 m (？) が あるの は 面白い。 この類で 關 東で 「，力 マ キリ」 と 「ト カゲ」 の 方言の 混 港して ゐる. 事 も 面白い 現象 

である。 

£ 東方 言^  iS 
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〔五〕 關東 方言の 區割 關^^^^^^赏の展劃にっぃてはまだ材料が不足なのと 研究の 行 屈かない 爲に 判然した 事 は 云へ な 

いが、 第一 に 栃木 • 茨城. -千 葉の 三縣が 一 區域 をな して ゐる事 はもう 確かで ある。 この地方は^£-北方言の影響の多ぃ 

地方で ある。 尤も 千 葉の 北西 部 は 東京 化して ゐる。 

群 馬と 埼 玉との ニ縣 はかなり 相違した 點も あるが 一 域 をな す もの かと m 心 はれる。 

束 京府は 東京 市と 云 ふ 一 大都會 があって 特殊な 地帶 である。 

祌奈 川縣は 最も 關東 らしから ざる 地方で 西に 進む に從 つて 本州 中部の 靜岡 方言の 影響が 兑 える。 

$:豆諸島中で は八丈^=5は關^*方言的色彩も多分に ぁ るが 頓る異 つ た 特色の あ る 方言で 之 は 系統 不明と 一. ム ふ べき もの 

であらう" 大島 *新れ§ニ 二 宅 島. 御藏 島 等 は 勿論、 關 im, 系の ものであるが 古來 * 交通の 不便であった 關係上 内地と も 

違 ひ 各 島 夫々 特色が ある。 

次章に 揭げる 供 豆 諸島 方言の 槪說は 最近、 各岛，^歷遊しその方ーーーー"，^研究し.^ぃ安田秀文君の記述しれもの，^王耍な材料とし；：も 

ので もる。 同氏の 勞ん」 謝する 次第で ある。 

第二 章 伊豆 諸 s 方言 

〔一〕 伊豆！ 島 は、 古來 その 主なる 島の 數ょ りして 伊豆 七 島と 稱 せられて ゐる。 卽 ちそれ は大 c;^* 利 is* 新 島. 祌^ 

島 ニニ 宅 島、 御藏^^3及び八丈島を指すのでぁるが. 更に 遡って それ 以前にて は、 八丈島 を 除いた 六 島に 新 島の 屬 島た 

る 式 根 島 を 加へ て 豆 七き？ と稱 せられて ゐ たやう である。 現在に 於ても 行政 151： 劃 上、 八丈島は他の^31?々から獨立して 
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•zL? ；:? り 小，； w  • 靑ケ 島， 鳥 島と 共に 八丈島に ある 東京 府 八丈島 支廳 に 依って 管轄され、 その他 は 總て大 島に ある 東京 府 

大 ^1? 支應 によって 化：： ：！ 轄 されて 居る。 

斯く八 丈 ひ！ が 他の な々 と 別個に 扱 はれ、 且つ、 方 一一 一 曰 區剌 上から：！ K つ ても獨 立す る と 思 はれる Ig 因 は稷々 數へ る^が 

出來 るが、 屮 でも Mi 湘川卽 ち、 所謂 黑 潮が その 兩 者の 間に 存 する 事が 最も 有力なる ものと i^J へられる。 

往业" の 八 丈お への 航行が 他の 島々 への 航行よりも， 如何に 因 難であった か は、 彼の 羽 倉 外 記の 南 汎錄、 或は 三 河口 

太忠の 七お： W 記 等に 依っても 充分 あとづけられ ると S でか。 猶、 配置 關 係から 見ても 大 c!5 支廳に 管^され る 諸島 は 北^ 

11: 十；！： 度 五十 分 乃至 三十 m 度 十八 分、 東經百 三十 九 度 八 分 五 乃至 三十 七 分の 問に 散在し、 八丈島 は 北緯 三十 一一 一度 二 

分 乃至 九分、 束經 fnn 一十 九 度 ra: 十三 分 乃至 五十 分に 位 g し、 ^島中 最 北の 大島は 東京 を 距る南 七十 にあり、 八 丈 C13 

はで：： じ 十^ あり、 御藏島と八丈^！！：？との^は約六十浬の距離がぁる。 

斯様に 太平洋 上に 點 在して 居る 爲 めに、 その 交通 は 極めて 惡く、 明治の 初年に は 年 ニ囘、 廿 一年に なって 漸く 日本 

郵船のお 期 li が 寄航す るに 至り 年 m 囘 となり、 次いで 十六 囘 となり、 三十 六 年に 至って 柬京灣 汽船 會社 によって：；：！ 五 

M の 定期船が 屮 Z され、 s^y の 如き 月 六囘の 航海と なった の は 近年の 事で ある。 本土に 最も 近い 大島 さへ も 昭和の 御代 

になって、 ：！： 卜 g: 航海で • 日航と なった の は 昭和 三年の 四月からの 辜で ある。 況んゃ 他の 小さい 島々 の 交通の 不便 さ 

に至っ ては言を^^たなぃのでぁる。 

この 様な わけで 諸 e!3 と 本土との 交通 は 極く 最近に 於て なされる に 至った のみで、 從っ て 風俗 習慣から 言語に 至る ま 

で 特殊な 發； i^ii をな し 島 々 に 於 て 獨特な もの を 有する に 至 つたと 考 へ られ る。 

伊：： 1； SS  a 方 i 一 
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〔二〕 諸島に 於け る 方言の 系統に 就いては、 嘗て 「國 語の 方言 區劃」 の 中に、 

伊豆の 大島 LL は 特殊の 方ず-か ある けれど、 大體 に 於ズ關 東方 言の 一種と 見て よい。 然るに 八丈島 方言に、 $ "豆 諸島の 方言と は 

系統の 違 ふ ものら しく、 その 種々 なる 特徵 r6 リ見て 之.^ 關 東方 一一 a と 見なす 事 はでき な い。 所屬 不明の 方言で ある。 

と 述べた 言葉 を 多く 改める 必要 を 見ない。 二三の 具體 的事實 をと つて 說 明して 見よう。 

世に 所謂 「關 東べ ィ」 の 「ベ ィ」 は大 島に 於て は、 その ま、 m ゐら れてゐ るが、 他の 新 島 • 三 宅 島 等に て は 各 村々 によ 

つて その 變 化した ものと 見られる 「ビ ィ」 「ベ ャ」 「バ ァ」 「ベ」 「ベ ー」 を 使 ふに 反し、 八丈島に 於て は、 これに 相當す 

る ものに 「ゴ ン」 「ゴ アン」 「ガン」 等 を 村に よって 用 ゐてゐ る" 例へば 

「力 コ ゴン」 (書かう) 「シ ョゴ アン」 (爲 よう) r ケロ ガン」 r 蹴よう) 

の 如きが それで あるが、 只、 ニー 根 村に 於て は 女子の 間に 限り 「ペイ」 と 他の 助辭 とが 結合した ものと 思 はれる 「ベ ー 力 

1」 「ノ ー ベ ー」 の 二種が 用ゐら れてゐ る。 卽ち 

r ィコ ー ベ， '力 ー」 行き ませう) 「ミ ンノ ー ベ ー」 (見ないだ らう) 

の 如きで ある。 然し 大體 から 見て 先づ 八丈島 だけが 獨 立して 居る と 見られる。 猶、 推量の 助辭に 就いて 見る に、 八 丈 

島に て はすべ て、 「ノ ー ヮ」 を 用ゐて 

「ョ ムノ ー ヮ」 讀 むだら う) 「タノ- ヮ」 (来る だら う)  . 

と 云 ひ、 三 宅 島 坪 田 村に て は、 

. r ョム ダン ノ」 (讀 むだら う) 「クル ダン ノ」 (来る だら う) 
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と：：：；：： ひ、 他の 大な .新<« 及び 三 宅 島の 坪 田 村 以外の ケ村 では r ッラ」 を 使用して 居る" 尤も 坪 田 村の 隣 付 神お 村で 

はつ ッラ」 に 「ダン ノ」 を 併用す る 峯 が ある。 

かくの 如く 八丈島に 於て は 略. - 關鬼 及び その 近傍に m ゐられ てゐる ものと 異 つた 形 を W ゐてゐ るが、 關_ ^地方の 方 

首 特色の 1 つで ある 卑稱の 接頭語が、 他の 諸島に 用 ゐられ ないで、 A 丈 島に のみ 多く m ゐられ て 居る の は 妙で ある。 

また、 形容詞の！ fl» ^變 化に 特殊な ものが あり， 九州 方言に いくらか 似た 形が 存在す る。 

八丈島の 形容 は述體 形に 於て は 萬 紫 第 束 歌 等に 見られる と 同形の 「高ケ 山」 (高い 山) 「デ， 'チケ ヒト」 (美しい 人) を 

S ゐ、 終止形に て は、 「高 キヤ」 (高い) n ァ ー キ キヤ」 (美しい) の 形 を 主として W ゐる。 打消 を 表す 場合の 业；： 通 「ナイ」 に 

相當 する もの に 「ナカ」 (主として は、 その上に r ン」 をつ けて 「ン ナカ」 を 用 ふ) の 形が r ナ キヤ」 の 形と 共に 行 はれて ね 

る" 或は 九州 力-;::；: に存 する 「ナカ」 と 關 係が ある もので はない かと 考 へられる。 「金 澤 博士 還暦 記念 有-洋語 學の 研究」 へ 

伊波^ 敞 氏が 寄せられた 「語 昔飜譯 釋義」 中の I 節に、 

嘉 二. H  i に^てられた 『やら ざ もリ 城の 倭寇 碑』 中に、 

0  0  0 

むか. f- からか V  f* くいく さの さ r ，やる、 、と はなさ や もの やれ ども 

云々 と えて， Q るが、 「昔から 海賊 外寇の 來たリ しれめ し 無しと い へどむ」 の 意で 「なきや もの」 は 「なか もの」 が鞞訛 しれもので 

ある/ ム々。 

と： える。 これが 九州 方言の 「ナカ」 の轉 訛した ものと すれば 八丈島 方言 はこの 兩形を 保存して ゐる わけで ある。 八 丈 

島の 形容！ 1 活用 は 研究の 好 題目 を與 へる ものと 3 心 はれる、) 

$•  :a  Si ね 力 a 
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次に 諸島 (諸島 中 比較的 大きい 八丈島.， 大島 • 三 宅 は 5  • 新 島の ra: 島 を 中心として 見る) 11 に 於け る 大體の 方 一 劃 を 

立てれば、， 語法 その他から 见て 八丈島と その他の 諸島が 先づ 二つに 分れる。 八丈島に 於て は 動詞の 種類から 言っても、 

長音 活用 動詞と も稱 すべき ものが あり、 叉 その 活用形 を： て も 獨特な もの を 有する が、 他の 諸島に 於て は大體 標準語 

の 上に  一 二 昔 韻 方面から 來 たと 思 はれる 變 化を兑 るの みで ある。 更に 八丈島 以外の 諸島に 於て は 之が 三つに 分れ、 大 

島が 一つ、 新^：^及び三宅島坪田村が 一 つ， 三 宅 島の 坪 田 村 以外の 他の 四ケ 村が 一 つと なる。 利 島 • 神 津島は 大體に 於 

て 新 島と 同じ 部類に 數 へられ、 御藏 島 は 最後の 三 宅 島の TO: ケ 村の 部類と 考 へる 事が 出来る かと W わ はれる。 これ は 音韻 

上からの 分類に 依る もので 大 島に 於て は 一 般に 知られて ゐる語 中 語尾の カ行 音の ハ行 音に 轉 化する 現象が あり、 新 島 

及 三 宅 島 坪 田 村に 於て は 四 母音 を S ふる 事に 特長が ある。 最後の 三 宅 島の 他の 四 ケ 村に は それらの 現象 は 認められな 

い。 以上の 語法 二 昔 韻に 更に 語彙 上の 區劃を 加へ て考 へても、 先づ全 諸島 は g: 區 域に 分れる ものと すべきで あると 思 

はれる。 この ra: 區 域の 方言 特質 に 就いては 各 島の 言語 特質 の條に 於て 述べる 事と し、 次に 各 島 方言 についての 文 獻 書 

目 を列擧 する ことと する。 

〔三〕 文獻 書目と 一概に 首っても * 方言の 硏究を 主眼と した もの， 只 方言の 集 輯 を 目的と して 編した もの、 風土記、 

旅行記 • 村 誌 等の 一 部と して 方言の 揭 載され たもの 等が あるが、 次に その 主な ものに ついて 前記の 順に 未刊の もの か 

ら 極く 簡單に 記す 事と する。 

【八丈島の 部】 〔未刊の もの 〕 【一 T 音韻 取調 書」 (明治 四十 二 年 半紙 版 稿本 表紙 共 四十 四 枚 八丈島 敎 育-^ 編 調査 者 

忡山顺 作. 佐 々木 鄉藏. 奧 出直 一 .K 渾高 fl* 佐 々木^ 佐 々木 K 一  【二】 「口語 取調 書」 明^ 四十 ニ^ 牛 紙 版 稿本 表 S 舐 共 
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In 六お 八 丈 敎育會 編 ， 别査者 音韻 取，？ I 書に 同じ 【以上 二 書 來京府 八 丈 支 鹿； f】 【三】 「八丈島 方ず 堪」 昭和 八 年 0 

池^ 可 編 四 1R 字 詰 原稿用紙 三十 五 枚 舉^;?.;! 【四】 「八丈島 語」 享保ニ 年 高 橋 問愼編 問翁交語 (类濮版^^-紙共五十五 

枚 51 本) 所收 所 川 枚 數十枚 東京府八丈支廳-^i 【五〕 「海 風土記」 天 明ニハ 半？ 维者 不明 牛 紙 版お 本 表紙 共 四十 枚 

【六】 「^； 海 風土 _y」 ， ギ代乘 者 共に 不明 美 濃版寫 本三册 【七 } 「沖の 小島 記」 美 濃 版.； 本三册 巾 dsli^ 命名の 山 

表紙 に n 寄 ぜリ。 以上 三册內 -SJ; 共に 同じ、 島： iSi 八十 二 語， -3- 招ぐ， 【以上 三册帝 1：11 書 館-? «】 【八】^八丈^iM擎記」 宽政 九ハゃ I 

十ト.1:小"松軒^|9 半紙 版お 本 表紙 共 二十 六 枚 帝^ 跑 書館藏 【九】 「八丈島 物語」 筆者 ハ牛代 不明？ 本 m 利 明 話 (半紙 版 

お 本 衷紙共 五十六 枚) 所收、 iSeSS 八十 111 語，^ 报ぐ 帝 M 圖書飴 蔵 【一 0】 「八 丈 裁 衣縱」 文化 八た 牛 服部義 高著 美 浪版寫 一 

本^^^紙共四十ニ枚 島： ぷ 八十！  sivj-sg ぐ 内閣 文 寧！^ 【一一】 「八 丈 誌」 文化 八 〔牛？ 大原 正^ 著 * 濃 版お 本 上 乾、 坤、 屮_ 

： 卜！： 浙 it:fS 六十 三 語，^  5g ぐ 内閣 文 W 蔵 【 I  二】 「八丈島 方言」 太 田 南 畝 「一 話；  一： •"」 所收、 「八 丈 方 tn 俗.， §^」i*^ 浪 M 

お 本 二十 册 筆者 年代 不明 島語ニ：^;1〇七；1^,^揭ぐ、 帝 阔圔書 館- l、(-cr 之 は 集成 飽發行 五十 册本 「 一 話 I 一 百」、 「新 百家說 林」： 

屮「5^山人<^集」の「 一 話 一 言」、 「隨筆 大成」 附錄 f 一  話 一 首」 及び 風俗 賓報 豆 七 島 岡 < ^"に それ，^ ^ 字と なつ て 出て 2iS る) 

〔旣刊 の もの〕 【 一 】 「八丈島 方言に 關 する 記載」 Earnest  Satow. 明 や. 十 一 ：牛、 ：：： 本 ffii 細 5=- 協 々報 六卷 〔二〕 「八 丈 

.is 方 一一 n」 明治 11 一十三 ハ小 保 科 孝 一 氏 首 語 學雜誌 第 一 卷 第二， 三. 四.七* 一  〇 號 所載、 揭載頁 六十. 三 H 15山1:32雜^.|部發む 

【三】 「八 丈 Is 方 曾」 ^和 三た 牛 E 村 榮太郞 氏 國語^ 文の 研究 第二 十號 所載、 ^載 頁數八 K 、「上」 のみに て 「下」 なし、 文献 

お 發. む 【四 】 「八 丈 方言」 昭和 六 年 松 本 茂 雄 氏 謄寫版 刷 中 紙 八 枚、 三极 村. ^王 とす、 東京^ 八丈島 水 5^ 現業 所蔵 

【五】 「八 丈 tig 方言」 昭和 六 年 丸お 芳男氏 方言 誌 第 一 辑、 ^寫刷 菊 版 一 一 一 十 w:、 屮鄉村 方言 集、 闕學 K 火舉 方せ" 硏究 せ發. 打 
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【六】 「八丈島に 於け る 村 別 方言 異同に 關 する 二三の 報告」 昭和 八 年 本山 梓川 氏 國學 院雜誌 第一 一一 十九 卷 第二 號 所載， 

揭載頁 十三 頁 网學院 大學發 行 【七：： 「八 丈の 寐覺 草」 年代 不明 山 口 鶴叟編 中 紙阪本 全部 廿三丁 帝 國阒書 館 蔵 (佐々 

木 信 綱 博士 還暦 記念論文集 「日本 文學論 纂所牧 「天 橋考」 に 山 田 孝 雄 氏に 之に i つて 天 橋.^ 考證 されて ねる) 【八】 「七 島 日記」 

寛 政 八 年 三 河口 太忠編 美濃阪 版本 三册 、八丈島の 霄葉 四十 八 語ん- 揭ぐ、 廣 文庫 所 收、 帝 國圖書 館 蔵 【九】 「伊豆 七 島 

日記」 宽政八 年 ョ 河口 太忠編 美 濃 版 版本 111 册 (但 一 卷 のみ 寫本) 內容 すべて 前者に 同じ 帝闽 11 書 館 蔵 【一 0】 「伊豆 

七 島 志」 明治 三十 四 年 秋 山 章 • 荻 原： 止 夫 纂辑、 菊 版 活字本 上中下 三 卷ニ册 、百 〇 九 ぐ 帝闕 岡 書館藏 【一一】 

「八丈島 仙鄕 誌」 大正 十 年 大脇 繁吉著 • 小山 二 郞補述 四 六 版 活字本 (舊 版) 百 三十 五 語ん、 揭ぐ 八 丈 i« 大脇 旅館 行 【一二】 

「海 島民 俗 誌」 昭和 九 年 本山 桂 川 著 一 誡社發 行 

【大 島の 部】 【一】 「海 島 風土記」 「伊豆海 島 風土記」 「沖の 小島 記」 以上 三 書 共に 同文、 七 語.^ 揭ぐ (前 S?)  〔二】 「女子 嶋 

言葉 之 事」 文政 十 年 「御尋 二 付 書 上」 (菊 版寫 本) 所收 十 一 語 vJ- 揭ぐ、 調査 者 年寄 岩次郎 • 同 長四郞 • 名主 長 右衞鬥 來京府 

大 島支鷉 所蔵 〔三】 「犬 島耍覽 一 大正 十一 年 (三 版) 月 出 くの子 著 。ホケット 型洋辍 大島月 出 商 會發行 (絶版) 命名. 稱 

呼 • 門閥 一 ー0語*發 音 • 挨拶の 辭. 方言の 各倏 項に 一旦 リ 詳細に 記 ぜリ。 【四 J 伊豆 七 島 志」 言語の 條項 > ^設く  (前 揭) 

【五】 「方言 覺書 (伊 互大 島)」 昭和 七 年 山 本 靖民氏 「鄕土 S 究」 五の 二. 三 所載)。 

尙、 東京 府大島 支 廳所藏 各 村々 誌 (波 浮 港 村 誌 は 特に 見るべき もの) に 小量 づ k 招ぐ、 之 は 次の 三 宅 島 等の 各 村に つい 

て も 同様で ある。 龜 田次郞 氏の 大島 方言 調査報告 書 は 最も 價値 ある ものな りしが 震災の ため 燒 亡した。 

【新 島の 部】 【一】 「新 島 方言」 昭和 七 年 (二 版) 前 2 長 八 編 新島大 觀所收 五十 11 一 誥な揭 ぐ 新 島 本 村役場 發行 
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【三 宅 鳥の 部】：：  一： J 三 宅な 坪 w 村 方言」 和 六： 牛 加 藤 進 一 編 膽寫版 刷 牛 紙一枚 未見 【二】 「三 宅 島 坪 田 村 方 首」 昭和 

七た 牛 (小 ゆ 校) 補お 科 生徒 編、 腾寫刷 牛 紙 二 枚 百 二十 五 語 【三】 「三 宅 島 坪 田 村 方言」 昭和 七 年 小 野 正 孝^ 臉ぉ刷 牛 

紙一枚 八十 三 ぐ 以上 二種 安田 秀 文藏。 

〔四〕 八 丈 ひ〕 方言の 特質と 稱 すべき もの を 音 額 上から 見れば、 ^一  に ラ行 音が ダ行 音と なり、 ザ行 昔が 冬く 拗昔 化し 

てり ャっ、 r ュ 广ジ ョと發 昔され る。 前お について は、 內閣 文庫 所 藏舊淺 草 文 鹿 本、 文化 初期に 書かれた と m 心 はれ 

る、 大 正； S の 稿本 「八 丈 誌」 卷之上 乾に も 

島の 1"3語 ラ リル レ 。の 五 字タチ ッテト の！！ 音-しなる もの タノし。 亂心^ ダ ンシ ン、 利の もる ギが もる、 流人 1^ ズ 一一 ン、 畴俵 な. 

ティ ギ、 根 床，^ ド 、 コ、 此外 » 多 かるへ けれと も 略す 

と あり、 これより はれば、 享和年 問から 文化の 時代に かけて この 土地に 旣 にこの 傾向の あった ことが 知られる。 

-cr これ， は、 干： として ^ギぉ 以上の ものに 見られる 主な 傾向で あるが、 全般的に 見て 「0」 「g」 r a」 の 音 を 村に 依 

って川ゐる事が多<これはひ？.2の方言一?|1劃を立てるのに重耍な特質をなすものでぁる。五ケ村の中、三极.大§^鄕の 

.刚付 は ro」 を 用ゐ、 立. 中 ノ鄉： 刚村は rg」 を 用ゐ、 末吉 村に 於て は ra」 を 用 ふ。 例へば、 

ォ ー セ • ォ-1 セ • ァー セ (拾)  ソ 1 • ソァ， ■  • サ1( 澤) 

コ ー カス. コ.' ー カス • 力， 'カス (乾す) ョ ー コ キヤ. ョァ ー コ キヤ. ャ ー コ キヤ (柔 かい) 

これ^の 例より： れば、 「a」 の 母音の 次に rg」 の 來た揚 合に 斯く なるやう であるが、 一 概に それと 斷. f る 事 は 如何 か 

と s4 はれる。 .§ ち  • 

伊 S  »  a 方 S 
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クッコ ー シ . クウ コア ー シ . タツ 力 ー シ (1.)  ショ ー リメ  . シ 3 ァ ー リス . シャ ー リズ C 白錢) 

ョ ー ラド ー . ョ. I ラ ドア ー • ョ ー ラダ ー (靜 な) ソ ゴ ン シ テ • ソゴァ ン シテ. ソ ガ ン 、ン テハ そうし て ) 

ケンコ ー • ケン コア ー • ケンカ ー 〈喧啤 を」 

の 例に 見る 如き もの も存 する ので ある。 

次 に 島內 の 音韻 變 化で 特に 目立つ もの は 村に よっての 直音と 拗音と の 使用 が 151! 別され る ことで ある.' 前述の 樫 立 • 

屮鄉兩 村に て は、 拗音 を 用ゐ、 他で は 直 一哲 を ゐてゐ る。 

以上の 外、 本^«特殊な音韻の變化は種々；：^するが紙幅の都合上この度は 一 切 省略す る ie$ にして 語法 上の 特質 を 見る 

事に する。 この場合に 就いても 各 品詞に 一旦って それぐ 多くの 特質 を 認め 得る が、 特に 顯 著な 動詞 中 (形容詞に つい 

て は 先に あげた) の 主な 點に關 しての み 述べる。 

「 一一 ョ ー」 (唸る) 「ィ 口 IJ (弄ぶ) 「コセ ー 口 ヮ」 (捲へ る) 「力 チイ ー 口 ヮ」 (飢へ る) 等の 如き 長音の 動詞 をお する が、 

一 つの 特質で あり、 この 外 活用形 等に 就いても 一例 を あげれば 

1 打消 形 ョミ， ン ナカ (讀 まない)  連用形 ，VT„ タ キヤ (讀 み^い) 

終止形 ョモヮ •IT^' (讀 む)  速體形 ITHi ヒト (讀む 人) 

假 定形 ョ itr バ (讀 めば)  命令形 liir ハ .d.  B  (K め) 

2 打消 形 ハリャ ー ナカ (爭 はない) 連用形 ハリャ —タ キヤ (爭 ひ；^ い) 

終止形 ハ リヨ- ヮ • ハ リヨ ー( 爭ふ) 連體形 ハ リヨ I ヒト (爭ふ 人) 
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假ぉ形 ハリャ —バ (、かへば)  命べ" 形 ハリャ ー (stf- へ) 

の 如き もの も あり、 Jwm の 極 類から.： へば、 规刖 活用 動詞が 九 稲. 不^則 活 出動！；^ が 三種と なり、 一 般#:迎^準；^-?と 

認 む ベ き 一 lllsg の 動；^ が 开-^ 頓 を！^ す るに 對し、 この 土地で は 十一 一種 類 を 有する と 思 はれる、 その 動詞の 1^ 類 を あげれ 

ば 左^の 通りで ある。 

【^ 1 表】 動詞 活用の ili 類 


ヽ 規則 沾用< 


ベ 丈 ^方. 

の-む 詞 ハ 


1 お 母音 活 段 活用 


は 音 變化活 S 


長音 三 段， is 用 


f 長音 三 第 一 活用 


S 母昔活 W 


長音三段が^-ニ独„£用： 


長音 二 段 活用 


^昔 不變化 W 

(語ぉ：5^加 5^ 川)』 


短 母音 活用— 一段 活用 


お 母. 活用—  .$ 一  段沾 m 


『上 

I 下 


段 活用 

段 活用 


( 長 直音 一 段活 W 

~ 畏« せ！ 段沾 用. 


長 猶音ヒ  一 

長 顿音下 一 段 川 


「 不规則 第 一 稀 活用 

パ不 规 則 ，活 用 一 不規則 第二！： 活用 

ク 不規則 第三 種 估 用 
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【第二 表】 動詞 活用 表 

規則 活用 動詞 


0  m 


長音 三 段 

第  一 0 

長 I 三 段 


0 一 一 

長 昔 

上 一 

下 一 

一一 一 M 直 


長 拗 

上 一 

長 勒 

下 1 


■■■ 一一 一-。 尾 

語幹/ 

(書) 

(弄) 一 

(爭) 

(起) 

き 

八 食、 


打消 形 

カキ 

二 ョィ 

、イリ ャ ー 

V ィレ ー 

ハリ r 

ォキ 

ノ セ 

ゴ セ！ 

力 チイ ー 

オペ r 


0 用 形 第  一 ？：^ 止 形 


力 キ 

二 ョィ 

-ィ レ.' 

ハリャ I 

ォキ 

ノ セ 

3 セ， I 

カチ， ■ 1 

ォべ エノ 


力 n ヮ 

) } 

ニョ ー フ 

C 

イロ  ー ヮ 

C 

) } 

、ノ リヨ ー ヮ 

C 

ォキ ロワ 

C 

ノセ ロワ 


第二 終止形 連 體 形 


カク 

一一 ョ ー 

イロ， I 

ハ リヨ 1 

ォ キル 

ノ セル 

3 セ 1 


3 セ ー ルヮ 

C 

力 チイ ー ロワ 力 チイ ー ル 

オペ r  ロワ オペ r ル 


力 ゴ 

一一 ョ 1 

イロ 1- 

ハ リヨ，' 

ォ キロ 

ノセロ 

コセ 1 口 

力 チイ ー 口 

オペ r  口 


0 定 形 

力 力 

ニー" ィ 

〈ニョ H 

ィ リャ ー 

ハ リャ ー 

ォキレ 

ノセレ 


力 チイ 1 


命 今- 形 

力 ケ 

力 キロ 

一一 ョ H 

-ィ リャ 1 

-ィレ 1 


才キ 


ゴセ 1 レ n セ 


力 チイ ー 


オペ r レ オペ" 1 一 
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0  0 


0 


尾 


Si 幹， 

^ 1 械 (爲) シ  シ 

iSc  二 稀 (來) キ  キ 

笫 一ー一 0  (言) イイ  イイ 


不規則 活用 動詞 

打消 形 Si 用 形 第一 終止形 


第二 終止形 連體形 


ショヮ 

クロフ 

3 ヮ 


ス ル 

クル 

ュ 1 


シ" 

ク a 

3 


假 定形 

シ. - 

(：レ 


命令形 


3 

デ n 


ェ 


語 4i 方. から て も、 殆 んど總 ての 動物 名の 語 1^ に 「メ」 をつ ける ことが 行 はれ 全般的に 「トン ミ 3、  メ」 ({^) 「カン 

モ」 (薩摩 手) 或は 「ホ ー 口 ー」(. 隱鬼) 「メナ ラ ベ」 (娘」 「ォ ャ コ 」 (親類) 「へ ベ ラ」 (着物」 等 獨特な ものが ある. - 又 「 一； ー」 

(へ， ：- る) 「ト ノリ L  (牛 ひき 〔舍 人と 思 はる ヒ 「ァ レ」 (私) の 如き 古語 も あれば 「コ" クバ」 (臺 所) 「コ" クシ" ヮ」 (料理す る」 

「テ ー プロ」 (机) の 如き 外來き 等 も 行 はれて ゐる。 尙、 棒 設弓張 月に も 見える 兄弟 姉妹の 呼稱に 「サボ ー」 (三 郞) 「シ" 

チ >r」 (七 郞) 「一 1" コ」 (長女) r テ コ」 (三女) 等 も あるが 死語と なり つ 、ある ものである。 

〔£〕 大 島の 方言 特質と して 最も 注意 せらるべき は 音韻 的 特質で あり、 屮 でも 一 般に 知られて ゐ るの は 語 中 語尾の 力 

行 昔が ハ 行 音に 轉換 される 事で ある。 オハ (陸)、 ォヒフ へお 菊/ ド ホ (何 處)、 これ は 波 浮 港 村 及び 泉津 村で は 極く 僅か 

で、 他の g: ケ 村に 於て 主として =5- られ る。 尙語中 語尾に カ行 音が 使用され る 場合 は 濁 昔と なる" 例へば、 イダ (行く) 

ィガ ナイ (行かない) 

乂、 ザ行 昔と ダ行 音の 轉換、 「ヮ」 と 「バ」 との 相ず- 轉換が 行 はれ、 前者 は 主として 岡 田 村に、 後者 は 主として 野增村 
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に 多く 見られる。 ー兀 村に 主に ある 倾向 として は、 語 に 「g」 の來た 5!f 合 「 0」 を脫 落して 「f -」 となる ことで ある。 これ 

らの實 例 を 示せば、 

ダ シ キ (麼 敷) デ ンァク (善 惡) コド ー (小僧) バン (椀) ，テ ン バ (電話) バ タ (綿) 

ソヮ (そば) ワン ザィ (萬 歳) ワンチ (番地)  タべ モン (食物) ヒ モン (千 物) パへ モン (化物) 

差 木地 村に 於ての み 兑られ る 現象と して、 一 一軍  1 母音の 場合、 後の 母音が 脫 落して 最初の 母音が 長音と なり 「タカ ー」 

(高い) 「アツ， -」 (暑い) 「サ  >  1」 (螺蠑 .) の 如く 發 昔され、 懐中時計 も 「力 ー ッ ー ド ケィ」 となる。 尙、 この 村で は 「ス」 

「セ」 「ッ」 「ヌ J と 「シ ュ」 「シ H」 「チ ュ」 「 二 ュ」 との 直音と 拗音との 相互 轉換が 兑られ る。 水 を 「ミ ジュ」 とい ひ， 谏乳を 「レ 

ンス ー」 と 云 ふ 如きで ある。 次に 語法 的 特質と して は刖 にこ k に 並べる 程の 特微を もって ゐ ない。 加 行 活用 等に 

音韻 方 から 及 ほした 變 化と 思 はれる ものが あるの みで ある" 語彙 方面から：：^ れば 副詞 • 感動詞 等に 異 つた ものが 儿 

られ るが、 名詞 等に も、 「一一 シ」 (汝) 「カナシ ィ， K 病氣) 「コ ケ」 (坂) 「ライセン」 (來 年) 一一 ユウ」 (5!- の 子) 等が あり、 又 一般 

に 名詞の 後に 「コ」 をつ けて 「ォ へ" コ」 (桶) 「ネホ "コ」 (猫) 等稱 する。 

〔六〕 新 島 • 三 も の 特質 を るに、 先の 方言 一 511 劃の 處に 於て 述べた 如く、 三 宅 島中、 坪 出 村 は、 他の 四ケ 村と 殆ん 

ど總 ての 點に 於て かけはなれて 居り， 新. と 似た 點が 多々 ある。 これ は 地勢 丄父通 等の 關 係と 思 はれる が、 とにかく 

新 島 及び 坪. 田 村 は 一 -fi" 韻 上から： て 一 ai:!^ せられる" 卽ち、 他の 諸お 乃至 三 宅 島の 坪 田 村 以外の 他の 村々 が 「ァ *ィ.ゥ* ェ • 

ォ， 一 五つの 母音 を ゐ るに 對し、 これら は r ァ *ィ. ゥ. ォ」 の 1： 母音 を 使 ひ、 他の r ェ」 に する ものに r ィ」 の 母 t: を 

m ゐる。 尤も 新 島に 於て は、 「テ 一お 「デ！ ，s を 夫 f  r て， 「でィ 」出 と 特殊な 發 音の 行 はれる 以外 H 段 すべてが ィ 段に 變 

(  (  (  ( 
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化される が、 坪 出 村に 於て は 現在で は 青年 以下の 者に は 「ケ」 「メ」 が 「ケ」 「ミ」 に變 へられる 事が、 一将 多い やうで 壯 

ハ.^ 以上の ものに 於て は、 「テ」 コア」 「ネ」 「ベ」 以外 は &略ィ 段と される のであって、 少し 遡った 時代に 於て は、 或は 

新 の 如く、 ェ 段が すべて ィ a となって ゐ たので はない かと もお へられる。 一例 を あげれば、 

バス キット (はすけ つと) シ キン 一一 (根) タ ビムン (食^) ユミ (夢) ィ( ) キル (蹴る) 

三 宅 島の 坪 田 村 を 除いた 他の ra; ケ 村で は特 K らしい もの は兑當 らしい。 語法 上から-ぼへば、 昔韻變 化から 及 ほした 

もリ では あるが 動詞の 假ぉ 形に 坪 田 村に 於て は 「力 キバ L (害けば) を EE ゐ 他の ra: ケ村 では 「カキ ャ ー」 を 用ゐ、 新な では 

この； ゆ^を W せ W ゐてゐ る. ^ 叉 形容， 1 にも 坪 田 村 及び 新. 品に は異 つた 形 を 有して ゐる。 例へば 新 で 

ず、 しい 、- 、コ トク (as) ミ ゴてィ (終 40( 假定) ミゴト キヤ ー( 假定) 

川^の. u から 1^ れば • 坪 m 村に 「シャイ ク， K- ひしゃく) 「ハイ キ」 (帯し 「ョ コ ンバ シ」 (锨韆 ) 等が あり、 又大. G に 於て： 15^ ら 

れる 如き 「コ -を つけて 「ィ キンゴ J 池) 等と 稱 する。 新 島に はーァ マ 一一 ィ」 (成年した 女) 一. ォゴ ス， K 棟) 「ダントウ」 (葛 if) 

キ サド」 ({| の 北側の^ f ) 「ハ ナ H ル」 r 始める) 「矛 ン ドキ マ ドキガ スル」 (驚く 時に 女 等が 稱す) 等の 特殊な ものが あ 

に この 兩^ に は 又 共通して 「イシ」 (汝) 等 を m ゐ るが 三宅 島の 坪 51 村 以外の m ケ村 では これら 始め 特 と るべ きも 

の は UUHS ら ない。 
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